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子育ての喜びが見えるまちの実現を目指して
～人と地域の可能性を伸ばす成長予算～

施政
方針

す
。
こ
の
強
み
を
活
か
し
全
員
参
加
の
社
会
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
シ
ニ
ア
の
方
々
は
じ
め
と
す
る
多
種

多
様
な
活
躍
の
場
の
創
出
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
と

健
康
寿
命
の
延
伸
を
進
め
る
と
と
も
に
、
移
動
の
利

便
性
向
上
等
を
目
指
し
公
共
交
通
を
充
実
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
総
合
的
福
祉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通

じ
、
複
雑
化
す
る
市
民
の
生
活
上
の
困
難
の
緩
和
や

解
決
に
努
め
ま
す
。

第
二
の
行
動
　
子
育
て
環
境
の
向
上
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
育
の
充
実

　
子
育
て
環
境
は
、
地
域
の
魅
力
を
左
右
す
る
重
要

な
要
素
で
す
。
本
市
は
、
地
域
全
体
が
子
ど
も
達
を

応
援
し
、
そ
の
喜
び
を
分
か
ち
あ
う
「
子
育
て
の
喜

び
が
み
え
る
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
教
育
で
は
、
ふ
る
さ
と
創
造
学
習
や
読
解
力

の
向
上
な
ど
、
探
求
心
や
学
び
合
い
の
精
神
を
高
め
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
て
る
「
学
ぶ

楽
し
さ
日
本
一
」
を
追
求
し
ま
す
。
ま
た
、ア
フ
タ
ー

ス
ク
ー
ル
は
じ
め
、
子
ど
も
達
が
地
域
の
人
々
に
見
守

ら
れ
成
長
す
る
場
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
市
内
企

業
も
参
加
す
る
「
子
育
て
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を

通
じ
て
、
地
域
全
体
で
仕
事
と
子
育
て
・
介
護
を
両

立
で
き
る
働
き
方
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

休
日
保
育
は
じ
め
保
育
・
出
産
環
境
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
の
計
画
的
な
推
進
は

じ
め
、
地
域
文
化
・ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
も
努
め
ま
す
。

第
三
の
行
動
　
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
元
産
業
の
活
性
化

本
市
の
産
業
の
特
徴
は
、
農
畜
水
産
の
ブ
ラ
ン
ド
産

品
を
誇
る
一
次
産
業
、
自
然
や
歴
史
、
文
化
な
ど
を

活
か
し
た
観
光
産
業
、
地
場
産
業
の
三
つ
の
柱
で
す
。

「
世
界
一
の
食
の
島
」
を
目
指
す
取
り
組
み
に
よ
り
、

こ
れ
ら
の
三
つ
の
柱
が
相
互
に
支
え
合
う
好
循
環
を

作
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
計
画
に
基
づ
く
営
農
の
効

率
化
や
新
規
就
農
の
促
進
、
圃
場
整
備
、
漁
場
再
生
、

畜
産
支
援
な
ど
一
次
産
業
の
振
興
に
注
力
し
ま
す
。

　
新
規
起
業
支
援
は
じ
め
地
域
商
工
業
の
活
性
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
担
い
手
・
後
継
者
不
足
に
対
応

す
る
移
住
・
定
住
政
策
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

淡
路
島
の
豊
富
な
魅
力
や
、
地
域
の
資
源
を
活
か
し

た
地
元
産
業
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
四
の
行
動
　
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

　
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
災
害
な
ど
に
備
え
る
た
め
、

津
波
や
内
水
対
策
等
ハ
ー
ド
整
備
、
消
防
団
の
組
織

強
化
、
防
災
行
政
無
線
の
更
新
等
、
人
的
物
的
装
備

を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
総
合
防
災
訓
練
や
自
主

防
災
組
織
の
活
動
促
進
を
通
じ
た
地
域
住
民
の
備
え

を
強
化
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
や
河
川
等
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、

自
治
会
に
よ
る
作
業
へ
の
助
成
範
囲
を
拡
充
し
、
き

め
細
か
な
対
応
と
市
に
よ
る
重
点
的
な
整
備
の
両
立

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
ベル
ト
等
、
通
学
路

の
安
全
確
保
を
進
め
ま
す
。

　
安
全
で
、
安
心
で
き
る
生
活
環
境
の
た
め
、
警
察

と
タ
ッ
グ
を
組
み
、
巧
妙
化
す
る
特
殊
犯
罪
の
抑
制

や
交
通
事
故
の
減
少
に
向
け
効
果
的
な
啓
発
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
協
力
の
も
と
、
製

品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収
集
資
源
化
な
ど
に
取
り
組

み
、
ご
み
の
減
量
化
を
促
進
し
ま
す
。

第
五
の
行
動
　「
対
話
と
行
動
の
行
政
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
実
現
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
地
域
や
各
種
団
体
と
の
対
話
に
よ
り
、
課
題
を
共

有
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
と
協
力
の
も
と
で
効

果
的
な
解
決
方
策
を
立
案
し
、
円
滑
に
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
若
者
の
参
加
を
促
進
し
、

地
域
づ
く
り
協
議
会
は
じ
め
地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
組

織
・
活
動
強
化
を
進
め
ま
す
。
市
の
施
策
等
の
様
々

な
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
分
か
り
や
す
い
発
信
と
良
質
な

対
話
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
情
報
技
術
の
導
入
や
庁
内
連
携
を
推
進
し
、

市
民
と
協
働
し
て
施
策
を
立
案
・
実
行
で
き
る
人
材

育
成
・
組
織
開
発
に
取
り
組
み
、
働
き
や
す
さ
と
働

き
甲
斐
を
両
立
し
た
職
場
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
２
月
21
日
に
招
集
さ
れ
た
第
１
３
０
回
市
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
守
本
市
長
が
市
政
運
営
の
基
本
方
針

や
主
要
施
策
を
ま
と
め
た
施
政
方
針
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
施
政
方
針
の

全
文
と
予
算
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。（
予
算
と
主
要
事
業
の
記
事
は
４
～
７

頁
）

【
時
代
認
識
と
市
政
理
念
】

　
昨
年
は
、
自
然
災
害
、
地
球
温
暖
化
、
少
子
高
齢

社
会
の
更
な
る
進
行
、
政
治
経
済
の
大
き
な
変
化
な

ど
が
実
態
を
持
っ
て
迫
る
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
大

き
な
変
化
を
受
け
止
め
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
基
礎
自
治
体
の
舵
取
り
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
南
あ
わ
じ
市
で
は
、
食
料
生
産
力
、
自
然
、

文
化
、
地
理
的
環
境
、
そ
し
て
勤
勉
で
強
い
絆
を
持

つ
住
民
と
い
う
強
み
を
最
大
限
に
伸
ば
す
べ
く
、
五
つ

の
柱
で
未
来
志
向
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
更
に
将
来
を
支
え
る
若
い
力
を
育
て
、
招
き

入
れ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
市
役
所
の
機
能
を
向

上
し
、
施
策
の
レ
ベ
ル
を
引
き
上
げ
な
が
ら
、
五
つ
の

行
動
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
五
つ
の
行
動
】

第
一
の
行
動
　
超
高
齢
社
会
の
克
服

　
国
全
体
で
高
齢
化
が
進
む
中
、
本
市
は
、
高
齢
者

就
業
率
が
４
割
と
、
健
康
長
寿
で
活
躍
す
る
シ
ニ
ア

層
が
多
く
、
女
性
の
就
業
率
も
非
常
に
高
い
地
域
で

施政方針全文

議会で施政方針を述べる守本市長

第
４
期
南
あ
わ
じ
市

教
育
振
興
基
本
計
画
策
定

　
市
で
は
「
学
ぶ
楽
し
さ
日
本
一
」

を
基
本
理
念
に
掲
げ
、
第
４
期

南
あ
わ
じ
市
教
育
振
興
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画
期

間
は
令
和
11
年
度
ま
で
の
５
年

間
で
す
。

　
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、

15
人
で
構
成
す
る
計
画
策
定
委

員
会
に
諮
問
。
２
月
27
日
に
計

画
最
終
案
の
答
申
が
あ
り
、
同

委
員
会
の
相
野
公
孝
委
員
長
か

ら
新
宅
教
育
長
に
答
申
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
同
計
画
に
基
づ
き
、

「
学
ぶ
楽
し
さ
日
本
一
～
生
涯

を
通
じ
て
、
学
び
の
い
ぶ
き
が
み

な
ぎ
る
ま
ち
づ
く
り
～
」
を
掲

げ
、
す
べ
て
の
市
民
が
生
涯
を
通

じ
て
ど
ん
な
と
き
で
も
楽
し
く
学

ぶ
機
会
を
持
ち
、
心
豊
か
な
日
々

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

計
画
策
定
委
員
会
の
相
野
委
員
長（
左
）

か
ら
答
申
書
を
受
け
取
る
新
宅
教
育
長

（
右
）
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完
成
イ
メ
ー
ジ
図

　
淡
路
島
内
で
は
、
洲
本
市
・

南
あ
わ
じ
市
の
可
燃
ご
み
は

「
や
ま
な
み
苑
」、
淡
路
市
の

可
燃
ご
み
は「
夕
陽
が
丘
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
」
で
焼
却
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
両
施
設
の

老
朽
化
に
伴
い
、
現
や
ま
な
み

苑
の
西
隣
に
島
内
唯
一
と
な
る

新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
を
建
設

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。（
令

和
11
年
４
月
供
用
開
始
予
定
）

　
そ
れ
に
先
立
ち
、２
月
20
日
、

洲
本
市
役
所
で
川
崎
重
工
業
株

式
会
社
関
西
支
社
を
代
表
と
す

る
グ
ル
ー
プ
と
広
域
ご
み
処
理

令
和
11
年
４
月
供
用
開
始
予
定

淡
路
地
域
広
域
ご
み
処
理
施
設
を
建
設

施
設
の
整
備
・
運
営
事
業
（
事

業
主
体
：
淡
路
広
域
行
政
事
務

組
合
）
の
契
約
締
結
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
新
可
燃
ご
み
処
理
施
設
は
、

敷
地
面
積
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
建

築
面
積
約
３
１
０
０
平
方
メ
ー

ト
ル
、
環
境
保
全
基
準
は
法
基

準
よ
り
厳
し
い
自
主
規
制
値
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
主
な
特
徴

と
し
て
、
淡
路
瓦
を
積
極
的
に

使
用
し
、
環
境
学
習
施
設
と
し

て
、
見
学
ル
ー
ト
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
工
夫
を
凝
ら
し
た
施
設
づ
く

り
を
行
い
ま
す
。

（左から）山名淡路市副市長、守本市長、上崎洲本市長（左から）山名淡路市副市長、守本市長、上崎洲本市長
川崎重工業株式会社 眞田執行役員、田坂関西支社長川崎重工業株式会社 眞田執行役員、田坂関西支社長

子
育
て
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

事
例
発
表
会
＆
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
子
育
て
応
援
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
参
画
企
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
勉

強
会
や
講
義
を
踏
ま
え
、
各
社

で
創
意
工
夫
し
な
が
ら
働
き
や
す

い
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
取
組

み
を
他
の
企
業
の
参
考
と
す
る

た
め
、
２
月
18
日
に
吉
備
国
際

大
学
で
成
果
や
課
題
な
ど
を
発

表
し
、
学
生
を
含
む
参
加
者
全

員
で
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
は
「
思
い
や
り
が
あ

る
職
場
」、「
新
人
を
受
け
入
れ

て
く
れ
る
職
場
」
で
働
き
た
い
と

い
う
意
見
や
、「
一
度
島
外
に
出

て
就
職
し
て
も
ま
た
島
内
に
戻

り
た
い
と
思
え
る
取
組
み
が
あ
れ

ば
い
い
」
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て

子
育
て
や
介
護
と
仕
事
を
両
立

で
き
る
市
域
全
体
の
働
き
方
改

革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

吉
備
国
際
大
学
で
開
催
し
た
事
例
発
表
会

＆
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
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歳
入
内
訳
の
用
語
解
説

◆
自
主
財
源
（
39
・
9
％
）

　
皆
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
く
市

税
や
施
設
使
用
料
な
ど
、
市
が
独

自
で
調
達
す
る
お
金	

❶
市
税
＝
市
民
税
や
固
定
資
産
税

な
ど
❷
繰
入
金
＝
基
金
（
市
の
貯

金
）
の
取
り
崩
し
な
ど
❸
寄
附
金

＝
南
あ
わ
じ
市
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
な
ど
❹
諸
収
入
＝
貸
付
金
元

利
収
入
や
預
金
利
子
な
ど
❺
使
用

料
及
び
手
数
料
＝
公
共
施
設
の
使

用
料
な
ど
❻
そ
の
他
＝
分
担
金
及

び
負
担
金
、
財
産
収
入
な
ど

◆
依
存
財
源
（
60
・
1
％
）

　
地
方
交
付
税
や
国
・
県
支
出
金

な
ど
、
国
や
県
か
ら
市
に
入
っ
て

く
る
お
金

❶
地
方
交
付
税
＝
地
方
の
財
源
の

均
衡
を
図
る
た
め
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
お
金
❷
市
債
＝
事
業
を
す
る

際
に
銀
行
等
か
ら
借
り
る
お
金
❸

国
庫
・
県
支
出
金
＝
事
業
に
対
す

る
国
・
県
か
ら
の
補
助
❹
地
方
消

費
税
交
付
金
＝
地
方
消
費
税
の
一

部
を
財
源
と
し
て
、
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
お
金
❺
地
方
譲
与
税
＝
国

税
と
し
て
徴
収
さ
れ
、
一
律
的
に

譲
与
さ
れ
る
お
金
❻
そ
の
他
＝
地

方
特
例
交
付
金
な
ど
の
交
付
金

歳
出
内
訳
の
用
語
解
説

❶
民
生
費
＝
高
齢
者
福
祉
や
少
子

化
対
策
な
ど
❷
総
務
費
＝
一
般
事

務
経
費
や
市
役
所
の
管
理
な
ど
❸

土
木
費
＝
道
路
や
河
川
・
公
園
の

整
備
・
管
理
な
ど
❹
公
債
費
＝
借

入
金
（
市
の
借
金
）
の
返
済
金
❺

教
育
費
＝
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の

整
備
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
振

興
❻
農
林
水
産
業
費
＝
農
林
水
産

業
の
振
興
、
ほ
場
整
備
、
鳥
獣
被

害
対
策
な
ど
❼
衛
生
費
＝
保
健
衛

生
や
ご
み
処
理
な
ど
❽
消
防
費
＝

防
災
対
策
や
市
消
防
団
に
よ
る
消

防
・
救
急
活
動
な
ど
❾
商
工
費
＝

地
域
商
工
業
の
振
興
、
観
光
事
業

の
促
進
な
ど
❿
議
会
費
＝
議
会
の

運
営
な
ど
⓫
そ
の
他
＝
労
働
費
、

諸
支
出
金
、
災
害
復
旧
費
、
予
備

費
な
ど
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◆
歳
出

　
民
生
費
は
、
児
童
手
当
や
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
費
、
障
害
者
福
祉
施
設
改

修
事
業
費
の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り

増
額
の
80
億
１
８
３
３
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
総
務
費
は
、
ふ
る
さ
と
南
あ
わ
じ

応
援
寄
附
金
事
業
費
や
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
運
営
事
業
費
、
電
算
管
理
事
業
費

の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
増
額
の

45
億
８
５
６
６
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
土
木
費
は
、
道
路
橋
梁
維
持
費
や
道

路
新
設
改
良
費
、
公
園
整
備
事
業
費

の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
増
額
の

36
億
１
２
９
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
費
は
、
学
校
給
食
の
公
会
計

化
に
伴
う
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
費

の
増
な
ど
に
よ
り
前
年
度
よ
り
増
額
の

30
億
７
３
１
５
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
歳
入

　
市
税
は
、
個
人
住
民
税
に
お
い
て
農
業

所
得
、
給
与
所
得
の
減
に
よ
る
減
収
を
見

込
む
一
方
、
定
額
減
税
措
置
の
終
了
を

受
け
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
法
人
税

に
お
い
て
は
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・
水

道
業
の
低
調
に
よ
り
減
収
を
見
込
ん
で
い

ま
す
。
固
定
資
産
税
に
お
い
て
は
土
地
と

償
却
資
産
の
減
な
ど
に
よ
り
減
収
を
見
込

み
、
全
体
で
は
57
億
２
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
地
方
交
付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税

は
、
代
替
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策

債
へ
の
振
替
額
が
５
０
０
０
万
円
減
と

な
っ
た
こ
と
や
人
件
費
等
の
需
要
額
増

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
増
額
と
な
り
、

85
億
５
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
債
は
、
灘
黒
岩
水
仙
郷
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
事
業
や
大
鳴
門
橋
周
辺
環
境
整
備
事
業

の
減
な
ど
が
あ
る
一
方
で
、
防
災
行
政
無

線
更
新
事
業
、
公
園
整
備
事
業
、
広
域
ご

み
処
理
施
設
整
備
事
業
の
増
な
ど
に
よ
り

36
億
９
８
７
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
は
政
策
の
柱
で
あ
る
「
五

つ
の
行
動
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
レ
ベ
ル

を
引
き
上
げ
つ
つ
、「
戦
略
的
な
移
住
定

住
・
住
宅
施
策
」、「
地
域
資
源
を
活
か

し
た
観
光
振
興
」、「
魅
力
あ
る
子
育
て

環
境
の
整
備
と
社
会
参
加
支
援
」
の
３
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
に
予
算
を
重
点
的
に
配
分
し

ま
し
た
。
重
点
化
と
継
続
性
に
配
慮
し
つ

つ
、「
人
と
地
域
の
可
能
性
を
伸
ば
す
成

長
予
算
」
と
し
て
、
一
般
会
計
予
算
額
は

３
２
９
億
７
０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

令和７年度一般会計予算　　　 329 億 7,000 万円

歳入 329 億 7,000 万円歳出 329 億 7,000 万円

市税市税
57 億 200 万円57 億 200 万円

（17.3％）（17.3％）

県支出金
21 億 1,991 万円

（6.4％）

地方消費税交付金
11 億円

（3.3％）

地方譲与税　2 億 4,300 万円（0.7％）

寄附金　25 億 700 万円（7.6％）

諸収入　11 億 3,778 万円（3.5％）

繰入金　30 億 5,789 万円（9.3％）

使用料及び手数料　4 億 5,138 万円（1.4％）

民生費民生費
80 億 1,833 万円80 億 1,833 万円

（24.3％）（24.3％）

公債費公債費
30 億 855 万円30 億 855 万円

（9.1％）（9.1％）

総務費総務費
45 億 8,566 万円45 億 8,566 万円

（13.9％）（13.9％）

土木費土木費
36 億 1,291 万円36 億 1,291 万円

（11.0％）（11.0％）

農林水産業費農林水産業費
24 億 5,764 万円24 億 5,764 万円

（7.5％）（7.5％）

教育費教育費
30 億 7,315 万円30 億 7,315 万円

（9.3％）（9.3％）

衛生費衛生費
20 億 2,113 万円20 億 2,113 万円

（6.1％）（6.1％）

消防費
18 億 7,164 万円

（5.7％）

議会費　2 億 912 万円（0.6％）

商工費　13 億 6,039 万円（4.1％）

その他　27 億 5,148 万円（8.4％）

問財務課☎43-5210

※（　）内は構成比※（　）内は構成比

令和７年度予算の
詳しい内容につい
て は 上 記 二 次 元
コードからご覧く
ださい。

その他　２億 7,048 万円（0.8％）

・分担金及び負担金 1 億 5,903 万円
・財産収入 1 億 1,145 万円

その他　３億 1,200 万円（1.0％）

・法人事業税交付金 9,900 万円
・環境性能割交付金 6,700 万円　など

項　目 予算額 前年度比
国民健康保険 61 億 3,615 万円 -3.9％
後期高齢者

医療 10 億 102 万円 +12.1％

介護保険 50 億 5,945 万円 +0.5％

土地開発 365 万円 0.0％
産業廃棄物
最終処分 １億 3,597 万円 +73.2％

国民宿舎 355 万円 -84.8％

下水道 63 億 1,508 万円 +5.9％

財産区４会計 1,615 万円 -6.0％

合　計 186 億 7,102 万円 +1.5％

特別・企業会計

  基金（貯金）残高の見込み
令和７年度末 市民1人当たり

一般会計 127億1,752万円 29万1,880円

特別会計 16億9,401万円 ３万8,880円

合　計 144億1,153万円 33万760円

  市債（借金）残高の見込み
令和７年度末 市民1人当たり

一般会計 333億1,288万円 76万4,580円

特別会計 8,988万円 2,060円

企業会計 247億4,892万円 56万8,030円

合　計 581億5,168万円 133万4,670円

※市民 1 人当たりの額は、令和７年 2 月末住民基本台
帳人口 43,570 人で算出

一般会計歳出（性質別）
項　目 予算額 構成比
物件費 58 億 6,731 万円 17.8％

人件費 55 億 183 万円 16.7％

補助費等 50 億 1,193 万円 15.2％
普通建設
事業費 49 億 1,255 万円 14.9％

扶助費 35 億 29 万円 10.6％

公債費 30 億 855 万円 9.1％

繰出金 22 億 5,318 万円 6.8％

その他（注） 29 億 1,436 万円 8.9％

合　計 329 億 7,000 万円 100.0％
（注）維持補修費、予備費、積立金、投資出資貸付金、　
　 　災害復旧事業費

国庫支出金国庫支出金
28 億 6,986 万円28 億 6,986 万円

（8.7％）（8.7％）

地方交付税地方交付税
95 億円95 億円

（28.8％）（28.8％）

市債市債
36 億 9,870 万円36 億 9,870 万円

（11.2％）（11.2％） 依存財源
（60.1％）

自主財源
（39.9％）



※写真付で事業概要をわかりやす
く説明した「事業概要説明書」
を市ホームページ
に掲載しています。
二次元コードから
ご覧ください
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令和７年度 主要事業
～子育ての喜びが見えるまちづくり～

◆は新規事業令和７年度主要事業～子育ての喜びが見えるまちづくり～

❶ 超高齢社会克服のモデルとなるまちづくり
◆ｅチャリプロジェクト　　　　　　　334万円

　65 歳以上の市民を対象に、健康維持、移動手段
の確保、地域社会参加の促進を目的として電動アシ
スト自転車の普及を図ります。令和７年度はモニ
ターを募集し、事業展開に向けたデータ収集を行い
ます。

◆生活困窮者エアコン購入費等助成事業　150万円

　居住する住宅に使用できるエアコン設備のない高
齢者等の生活困窮者に、エアコン購入費等の助成金
を交付します。

継続事業

町ぐるみ検診事業、障害者相談支援体制の充実など

❹ 安全・安心のまちづくり
◆防災行政無線更新事業　　　 ６億 1,700万円

　災害時に必要な情報を広く市民に伝えるため、整
備から 10 年が経過する防災行政無線の更新を行い
ます。

◆地域協働メンテナンス事業　　　  4,200万円

　道路や河川の軽微な維持補修について、地域と共
に取り組む仕組みの構築を図ります。

継続事業

　道路橋梁維持事業、道路新設改良事業など

❺ 「対話と行動の行政」の実現によるまちづくり
◆市有施設跡地利活用事業　　　　　   600万円

　公共施設の跡地について、「財産処分」の考え方
から「資産活用」へ思考の転換を図り、直営、民営
問わず有効な活用方法の検討を行います。

地域の担い手づくり事業　　　　　　 500万円

　若年層の地域活動参加を促進し、地域の担い手不
足解消を目的に、若年層グループが地域づくり協議
会と連携する取組に対して補助を行います。

継続事業

地域づくりチャレンジ事業など

旧三原庁舎跡地公園整備事業　 ３億3,000万円

　全世代が健康運動や文化活動等の多様な活動をで
きる場所として、旧三原庁舎跡地を活用し公園整備
を行います。

❷ 子育て環境の向上と教育の充実
◆小中学校スポットクーラー整備事業 310万円

　小中学生の熱中症対策、災害時の避難所環境の改
善を目的に、小中学校の体育館にスポットクーラー
を整備します。

継続事業

　アフタースクール事業、出産祝金の支給など

❸ 地域の資源を活かした地元産業の活性化
◆「世界一の食の島」推進事業　　　　  380 万円

　淡路島が有する多彩な食資源を活用した「世界一
の食の島」を目指すため、福良地区を先導モデル地
区として「食の街区」形成について検討を行います。

 継続事業

大鳴門橋周辺環境整備事業、マイホーム取得事業など

◆民間賃貸住宅建設等促進事業　　　3,600万円

学生など単身者の住宅不足を解消し、市内の民間賃
貸住宅の供給を促進するため、賃貸住宅を建設等する
個人または法人に対し、建設または改修費用の一部を補
助します。

❷ 子育て環境の向上と
　 教育の充実

❸ 地域の資源を活かした
　 地元産業の活性化

❺ 「対話と行動の行政」の
　 実現によるまちづくり❹ 安全・安心のまちづくり

「五つの行動」

　「子育ての喜びが見えるまち」の実現を目指し、政策の柱であ
る「五つの行動」のそれぞれの施策レベルを上げつつ、事業を展
開していきます。その中でも「戦略的な移住定住・住宅施策」「地
域資源を活かした観光振興」「魅力ある子育て環境の整備と社会
参加支援」に重点的に取り組みます。

令和７年度重点事業
Ⅰ．戦略的な移住定住・住宅施策　16億 6,172万円
＜住宅確保策＞　
　民間賃貸住宅建設等促進事業、空家確保・活用事業など
＜移住定住支援＞　
　マイホーム取得事業、移住支援事業、奨学金等返済支援事業など
＜若者支援とつながり開発＞　
 　産業活力アップ起業支援事業、若者ふるさと応援便事業など

Ⅱ．地域資源を活かした観光振興　12億 1,397万円
＜世界一の食の島＞　
　「世界一の食の島」推進事業、大阪・関西万博関連誘客促進事業など
＜受入体制の強化＞　
　大鳴門橋周辺環境整備事業、徳島空港線バス実証運行事業など
＜社会インフラのメンテナンス＞　
　地域協働メンテナンス事業、道路除草側溝清掃補助事業など

Ⅲ．魅力ある子育て環境の整備と社会参加支援　8億 4,051万円
＜安心できる出産・子育て環境＞　
　産後ケア事業、平日一時預かり事業、子育て応援コンソーシアム事業など
＜学ぶ楽しさ日本一＞　
　地場産食材活用食育事業、アフタースクール事業、旧三原庁舎跡地公園整備事業など
＜社会参加支援＞　
　総合的福祉プロジェクト、生活困窮者エアコン購入費等助成事業など

❶ 超高齢社会克服の
　 モデルとなるまちづくり
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学校部活動の地域移行についての取り組
み状況や、よくある質問と回
答（Q&A）は随時更新して
いきます。詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

９９ ８８

ＭＭ
ミ ナミ ナ
ＩＮＡＩＮＡ・・ＫＫ

カ ツカ ツ
ＡＴＳＵＡＴＳＵ

～文化とスポーツでつながる地域　見つける自分　育てる夢～～文化とスポーツでつながる地域　見つける自分　育てる夢～

学校部活動 MINA・KATSU
( 地域クラブ活動 )

主体 学校 地域の団体等

指導者 教職員・部活動指導員 地域指導者
(希望する教職員含む )

参加者 中学校の生徒（校区内） 中学校の生徒等
(校区制限なし )

活動
場所 主に通学する学校 学校施設・地域の施設等

費用
負担 部費 参加者の会費等

保険 日本スポーツ振興
センター災害共済 スポーツ安全保険等

部活動と何が違うの？

令和 10年８月末で中学校の部活動を終了し、
令和10年９月からM

ミ ナ

INA・K
カ ツ

ATSUへ移行します

　子どもたちが成長するうえで、大きな役割のひとつを担ってきた中学校の部活動 (以下「学校部活動」。)は、
急速な少子化や教職員の働き方改革、国や県の方針を背景に、生徒が希望する学校単位での活動の維持・継
続が困難な状況となっています。市ではこれらを踏まえ、名称をM

ミ ナ
INA・K

カ ツ
ATSU( 南あわじ市地域クラブ活

動の略称 )と決定し、地域移行をより一層推進していきます。

M
ミ ナ
INA・K

カ ツ
ATSU とは？

　「みんなが活躍！」など、さまざまな解釈がで
きるような名称にしました。地域の誰もが文化
芸術やスポーツ活動に親しむことができるよう
な環境づくりをめざします。

地域クラブ活動とは？
　一定の要件のもと、登録された地域のさまざ
まな団体が運営主体や実施主体となって、子ど
もたちに文化芸術やスポーツなどの活動の場を
提供することを目的に、学校施設の無償利用な
どの支援を受けて行う活動です。令和 7年３月
時点で、中学生の受入が可能である団体は、文
化芸術が４5団体、スポーツが３8団体ありま
す。今後は、希望する教職員が地域指導者とし
て活動を行うことも想定しています。　

問南あわじ市教育委員会事務局
　 学 校 部 活 動 　 　学校教育課☎43-5231
　 文 化 芸 術 活 動 　社会教育課☎43-5232
　 ス ポ ー ツ 活 動 　スポーツ青少年課☎43-5234

令和16年 
　773人

市内の中学校生徒の推移（令和７年３月時点）
 ※令和７年度以降は見込

令和６年 
1,172人

学校名 部活動数 部活動設置状況

西淡中学校 ８ 女子バレーボール、女子バスケットボール、ソフ
トテニス(男女)、サッカー、野球、吹奏楽、文芸

三原中学校 15
バレーボール(男女)、バスケットボール(男女)、
ソフトテニス(男女)、サッカー、野球、陸上、剣
道、ソフトボール、吹奏楽、美術、郷土、理科

南淡中学校 14
女子バレーボール、バスケットボール(男女)、ソ
フトテニス(男女)、サッカー、野球、陸上、柔道、
卓球、吹奏楽、美術、郷土芸能

沼島中学校 ３ 陸上、柔道、文化

広田中学校 ６ バスケットボール(男女)、野球、水泳、
吹奏楽、文芸

 市内の中学校部活動一覧(令和７年３月時点)

◇学校部活動、地域クラブ活動への参加は任意です。部活動に所属せず、地域クラブ活動に参加する
　ことも可能です
◇表中の令和７年度・８年度の入学生は中学３年の夏まで学校部活動で活動できます。
　令和９年度の入学生は中学２年の夏まで学校部活動で活動できます。
◇令和10年度入学生より学校部活動の受け入れは行いません。

令和７年度 令和10年度令和９年度令和８年度 令和11年度

中学１年生
令和７年度入学

小学６年生
令和８年度入学

小学５年生
令和９年度入学

小学４年生
令和10年度入学

 

 

 

 

 

 

 

移行期の対象学年の状況   学校部活動 地域クラブ活動

M
ミ ナ

INA・K
カ ツ

ATSUのこれから

減少数：399人
減少率：約35％

◆子どもたちを中心に考え、子どもたちのやりたいことができるような環境を整備構築し、選択の幅を広げ
　られるよう知恵を出し合い、できることから取り組みます。

◆子どもたちの意見を取り入れながら、子どもたちが自主的又は主体的に文化芸術及びスポーツ活動に参加
　できる機会を確保します。
　　◆地域と連携し、持続可能な活動ができるように進めていきます。

◆学校部活動の指導に伴う教員の負担を軽減することで、生徒と向き合う時間を確保し、教育の専門性を高め、
　質の高い学校教育を提供できる環境を整えます。
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日本古来の歴史書 「古事記」の冒頭に記された日本古来の歴史書 「古事記」の冒頭に記された
淡路島の伝統芸能を体感できる !淡路島の伝統芸能を体感できる !
●●淡路國生み創生神楽淡路國生み創生神楽

淡路島に伝わる 「国生み神話」 を基にした創作神楽淡路島に伝わる 「国生み神話」 を基にした創作神楽
●●淡路人形浄瑠璃「戎舞」淡路人形浄瑠璃「戎舞」

500 年以上の伝統を受け継ぐ淡路人形浄瑠璃 3 人で操る人形遣500 年以上の伝統を受け継ぐ淡路人形浄瑠璃 3 人で操る人形遣
い、物語を語る太夫と名場面の情景を奏でる三味線や太鼓が物語い、物語を語る太夫と名場面の情景を奏でる三味線や太鼓が物語
を演出を演出

●●髙田屋嘉兵衛ものがたり髙田屋嘉兵衛ものがたり
髙田屋嘉兵衛の偉業を太鼓で奏でる 「髙田屋太鼓」と女性のみで髙田屋嘉兵衛の偉業を太鼓で奏でる 「髙田屋太鼓」と女性のみで
だんじり唄を唄う「五色之姫」 がコラボして音楽で髙田屋嘉兵衛だんじり唄を唄う「五色之姫」 がコラボして音楽で髙田屋嘉兵衛
の生涯を表現の生涯を表現

伝統芸能が語る「はじまりの物語」伝統芸能が語る「はじまりの物語」

「未来への新しい物語」「未来への新しい物語」
淡路島から発展していく文化芸能・芸術淡路島から発展していく文化芸能・芸術
●●新作神楽 「新作神楽 「國國

くにうみでんしょうのかぐらくにうみでんしょうのかぐら
生傳承之神楽生傳承之神楽－はじめ－」－はじめ－」

伊伊
いざなぎのみこといざなぎのみこと

弉諾尊弉諾尊とと伊伊
いざなみのみこといざなみのみこと

弉冉尊弉冉尊による「くにうみ」の古事記による「くにうみ」の古事記
の原文に焦点を当て、箏を中心とした音楽で魅せの原文に焦点を当て、箏を中心とした音楽で魅せ
る新しい神楽を表現る新しい神楽を表現

●●増田薫トークセッション増田薫トークセッション
龍や侍などの墨絵を中心に国内外で活動する画家龍や侍などの墨絵を中心に国内外で活動する画家
によるトークセッションによるトークセッション

●●未来への祝杯未来への祝杯
淡路人形座とパソナ音楽島のアーティストによる和淡路人形座とパソナ音楽島のアーティストによる和
と洋のコラボ公演を上演と洋のコラボ公演を上演
ここでしか見られない日本と西洋の伝統が未来へとここでしか見られない日本と西洋の伝統が未来へと
脈々と受け継がれるステージ脈々と受け継がれるステージ

自然や食文化・産業自然や食文化・産業
温暖な気候や自然環境に育まれた食文化や地場産業温暖な気候や自然環境に育まれた食文化や地場産業
●●淡路誘客 PR ステージ淡路誘客 PR ステージ

世界遺産登録を目指す 「渦潮」や日本三大瓦の一世界遺産登録を目指す 「渦潮」や日本三大瓦の一
つである地場産業 「淡路瓦」、 淡路島のブランド食つである地場産業 「淡路瓦」、 淡路島のブランド食
材淡路島たまねぎなどの魅力を発信材淡路島たまねぎなどの魅力を発信

●●「「御御
み け つ く にみ け つ く に

食国食国」ステージ」ステージ
天皇や朝廷へ食材を献上してきた地域「御食国」天皇や朝廷へ食材を献上してきた地域「御食国」
として、豊富な特産品の加工品等を配布予定として、豊富な特産品の加工品等を配布予定

日時日時　　55 月月 2525 日（日）12:00 ～19:00 日（日）12:00 ～19:00   
場所　「夢洲」ポップアップステージ南 場所　「夢洲」ポップアップステージ南 
主催　淡路島万博催事実行委員会 主催　淡路島万博催事実行委員会 （事務局：南あわじ市）（事務局：南あわじ市）

大阪・関西万博に淡路島が登場大阪・関西万博に淡路島が登場！！

はじ まりの 島、 淡 路はじ まりの 島、 淡 路

ハザードマップでハザードマップで
危険箇所の確認を危険箇所の確認を
　自宅や職場、よく訪れる場所周　自宅や職場、よく訪れる場所周
辺の危険性のある区域や避難場辺の危険性のある区域や避難場
所、避難経路、避難するタイミ所、避難経路、避難するタイミ
ングをあらかじめ確認しておきまングをあらかじめ確認しておきま
しょう。しょう。

自宅での備蓄自宅での備蓄
　家族の人数分の水や食料、携　家族の人数分の水や食料、携
帯トイレなど最低３日間、できれ帯トイレなど最低３日間、できれ
ば１週間分を備蓄しましょう。定ば１週間分を備蓄しましょう。定
期的に消費しながら備蓄できる期的に消費しながら備蓄できる

「ローリングストック」が経済的「ローリングストック」が経済的
です。です。
・・食料（缶詰やレトルト食品等）食料（缶詰やレトルト食品等）
・・飲料水（１人１日３リットル）飲料水（１人１日３リットル）
・・携帯トイレ（１人１日５回）携帯トイレ（１人１日５回）

非常持出袋の準備非常持出袋の準備
　非常持出袋は、避難に必要なも　非常持出袋は、避難に必要なも
のを持ち出しやすい場所に置いてのを持ち出しやすい場所に置いて
おき、定期的に点検・入れ替えをおき、定期的に点検・入れ替えを
しましょう。しましょう。
持出品（例）持出品（例）
飲料水、食料、懐中電灯、貴重品、飲料水、食料、懐中電灯、貴重品、
薬、応急用品、カイロ、携帯ラジオ、薬、応急用品、カイロ、携帯ラジオ、
マスク、消毒液、洗面用具、筆記具、マスク、消毒液、洗面用具、筆記具、
スリッパ、軍手、ティッシュ、下着、スリッパ、軍手、ティッシュ、下着、
雨具、携帯トイレ、連絡先のメモ、雨具、携帯トイレ、連絡先のメモ、
その他必要なものその他必要なもの

家具等の固定家具等の固定
　タンスやテレビ、冷蔵庫等の大　タンスやテレビ、冷蔵庫等の大
型家具等を固定しましょう。型家具等を固定しましょう。
・・居間と寝室に背の高い家具を居間と寝室に背の高い家具を

できるだけ置かない。できるだけ置かない。
・・家具の向きを人やドアに倒れな家具の向きを人やドアに倒れな

い方向に変える。い方向に変える。
・・窓ガラスや家具のガラス部分に窓ガラスや家具のガラス部分に

フィルムを張る。フィルムを張る。

火災対策火災対策
　通電火災防止のため避難する　通電火災防止のため避難する
ときはブレーカーを切りましょう。ときはブレーカーを切りましょう。
・・消火器を設置し、使用方法を消火器を設置し、使用方法を

確認しておく。確認しておく。
・・感震ブレーカーを設置する。感震ブレーカーを設置する。

地域や家族で地域や家族で
防災訓練防災訓練
　いざというときに慌てず行動が　いざというときに慌てず行動が
できるように、地域での訓練へのできるように、地域での訓練への
参加、家族で避難経路などを確参加、家族で避難経路などを確
認しておきましょう。認しておきましょう。

南あわじ市ハザードマップ南あわじ市ハザードマップ

　個人や地域、事業所等が所有している井戸の水を、災害時の生　個人や地域、事業所等が所有している井戸の水を、災害時の生
活用水（清掃、トイレ、 洗濯用水等の水）として利用させていた活用水（清掃、トイレ、 洗濯用水等の水）として利用させていた
だく「災害時協力井戸」を募集しています。だく「災害時協力井戸」を募集しています。

災害時協力井戸を募集しています災害時協力井戸を募集しています！！

災害時協力井戸

ウェブ版
ローリングローリング
ストックストック

買い足す買い足す

食べた分を補充食べた分を補充

食べる食べる
消費期限の消費期限の

近いものから消費近いものから消費

備える備える 目安目安
人数×３食人数×３食
×３～７日分×３～７日分

©Expo2025©Expo2025

チケットの購入はこちらチケットの購入はこちら

電子チケット電子チケット 紙チケット紙チケット

大阪・関西万博公式キャラクター大阪・関西万博公式キャラクター
ミャクミャクミャクミャク

　政府の地震調査委員会は、南海トラフ地震の今後 30 年以内に発生する確率　政府の地震調査委員会は、南海トラフ地震の今後 30 年以内に発生する確率
をこれまでの「70％～ 80％」から「80％程度」に引き上げたと発表しました。をこれまでの「70％～ 80％」から「80％程度」に引き上げたと発表しました。
　昨年８月には、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）の発表や、南あわ　昨年８月には、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震注意）の発表や、南あわ
じ市において県内初となる線状降水帯の発生など、いつ大規模な災害が発生しじ市において県内初となる線状降水帯の発生など、いつ大規模な災害が発生し
てもおかしくない状況です。てもおかしくない状況です。
　今一度、各ご家庭で災害に対する備えを確認しておきましょう。　今一度、各ご家庭で災害に対する備えを確認しておきましょう。

問危機管理課☎ 43-5203問危機管理課☎ 43-5203
見直そう 災害への備え見直そう 災害への備え

福良港湾口防波堤
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南あわじ市からのお知らせ

　狂犬病予防注射を 4 月に右表の日程で実施します。
また、未登録の犬は登録を併せて行います。
　飼い主は生後91日以上を経過した飼い犬を登録す
ることと、年1回狂犬病予防注射を受けさせることが
狂犬病予防法により、義務づけられています。

●集合注射の期間中は、地区等を問わずいずれの会場
でも注射を受けることができます。

●４月 20 日（日）は、市役所前駐車場で実施します。
●個別に動物病院でも注射を受けることができます。

ただし、注射料金は各動物病院で異なりますので、
詳しくは動物病院へお問い合わせください。

●最新情報は市ホームページでご確認ください。
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消
印
有
効
）
で
す
。

※
す
で
に
手
続
き
が
お
済
み
の
人

に
は
、１
月
31
日
以
降
、順
次
、

振
込
み
を
行
っ
て
い
ま
す

問
事
業
内
容
／

　
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６　

　
課
税
・
非
課
税
の
確
認
／

　
税
務
課
☎
43
・
５
２
１
３

相談日 受付期間
R7 4/24 R7 3/25 ～ 4/14

5/22 4/22 ～ 5/12
6/26 5/27 ～ 6/16
7/24 6/24 ～ 7/14
8/28 7/29 ～ 8/18
9/25 8/26 ～ 9/16

10/16 9/17 ～ 10/6
11/27 10/28 ～ 11/17
12/25 11/26 ～ 12/15

R8 1/22 12/23 ～ R8 1/13
2/26 R8 1/27 ～ 2/16
3/26 2/25 ～ 3/16

第１号被保険者保険料＝17,510円
 国民年金保険料額の変更に伴い前納の
保険料額も変わります。

出張年金相談
　明石年金事務所では、出張による年金相談

（完全予約制）を実施していますので、ぜひご利用ください。
▷申込方法
　申し込みは、明石年金事務所の窓口・電話で受付しています。定員に達した時
点で受付を終了します。申し込みの際には、相談者および配偶者の基礎年金番
号、氏名、生年月日、電話番号、相談内容等について確認します。
▷場所　洲本市文化体育館（洲本市塩屋1-1-17）
▷日程　右表のとおり
▷時間　10：15～15：00
問明石年金事務所お客様相談室☎078-912-4983 音声案内①→②

※令和８年度の保険料を17,920円で算出
　17,510円×12月＋17,920円×12月＝425,160円

納付方法 １カ月分 ６カ月分 １年分 ２年分
月々の現金払い 17,510 円 105,060 円 210,120 円 425,160 円※

前
納

現金・
クレジット － 104,210 円 206,390 円 409,490 円

口座振替 17,450 円
（早割） 103,870 円 205,720 円 408,150 円

愛犬 狂犬病予防注射の日程
問環境課☎ 43-5214

●集合注射の料金
登録済みの犬　注射料金は 3,500 円
登録のない犬　登録・注射料金は 6,500 円
※登録は犬ごとに行います
※登録変更があれば届けてください
※黄色の用紙の裏面が問診票になっています

日 場所 時間

8 日
（火）

慶野コミュニティプラザ 8:30 ～ 8:50
日光寺前 9:10 ～ 9:40
松帆活性化センター 10:00 ～ 10:30
湊地区公民館 10:50 ～ 11:20
志知奥公会堂 11:40 ～ 12:00

9 日
（水）

西淡グラウンド 8:30 ～ 9:00
南あわじ漁協（旧丸山漁協） 9:20 ～ 9:40
ＪＡ伊加利阿那賀経済センター前 10:00 ～ 10:30
西淡志知公民館 10:50 ～ 11:20
学ぶ楽しさ支援センター（旧三志小） 11:50 ～ 12:20

10 日
（木）

神道公会堂 8:30 ～ 9:00
旧ＪＡ榎列倭文出張所前 9:20 ～ 9:50
掃守公会堂 10:10 ～ 10:40
榎列公民館 11:00 ～ 11:30
小榎列集落センター 11:50 ～ 12:20

11 日
（金）

国衙旧国道鎮守神社 8:30 ～ 9:00
神代八幡神社（神稲） 9:20 ～ 9:50
神代地区公民館 10:10 ～ 10:40
浦壁公会堂 11:00 ～ 11:30
健康広場駐車場 11:50 ～ 12:20

14 日
（月）

寺内公会堂 8:30 ～ 9:00
八木地区公民館公園前駐車場 9:20 ～ 9:50
野原消防屯所前 10:10 ～ 10:30
市徳長公会堂 10:50 ～ 11:20
市地区公民館駐車場 11:40 ～ 12:10

15 日
（火）

阿万地区公民館 8:30 ～ 9:00
阿万スポーツセンター 9:20 ～ 9:50
阿万西町海水浴場 10:10 ～ 10:40
灘地区公民館 11:00 ～ 11:30
沼島総合センター 12:20 ～ 12:55

16 日
（水）

生子神社 8:30 ～ 9:00
大日寺 9:20 ～ 9:50
北阿万地区公民館 10:10 ～ 10:40
伊賀野コミュニティセンター 11:00 ～ 11:30
潮美台コミュニティセンター 11:50 ～ 12:20

17 日
（木）

仁尾荘 8:30 ～ 8:50
波止の浜公園 9:10 ～ 9:40
福良地区公民館駐車場 10:00 ～ 10:30
賀集八幡神社だんじり置場 10:50 ～ 11:20
賀集地区公民館駐車場 11:40 ～ 12:10

18 日
（金）

広田地区公民館 8:30 ～ 9:00
山添公会堂 9:20 ～ 9:50
緑老人福祉センター 10:10 ～ 10:40
中筋公会堂 11:00 ～ 11:30
倭文公民館 11:50 ～ 12:20

20日
（日） 南あわじ市役所前駐車場 9:00 ～ 12:00

　飼い主のいない猫に不妊手術を受けさせようと
する人に、手術費用を助成します。手術を受ける
前に申請が必要です。
対象者　市内に住所を有する人
※市税の滞納がない人
助成額　オス１匹につき 5,000 円
　　　　メス１匹につき１万円
※手術費用が上記金額未満の場合手術費用が上限
申請期間　令和８年１月 30 日（金）まで
問環境課☎ 43-5214

飼い主のいない猫の
不妊手術費用を助成します

松井開発運輸株式会社
南あわじ市湊１３５４　ＴＥＬ 0799-36-5078

お気軽に
ご相談を…
※お見積もりは無料です

～ 新しい夢の『はじまり』を創るために ～ 従業員募集中！

「安心・安全・信頼」の解体工事はお任せください！！

市ホームページ

猫

市ホームページ

　兵庫県の「動物の愛護及び管
理に関する条例」で「飼い犬の
所有者等は、当該飼い犬が道路、
公園、広場、その他の公共の場
所において、ふんを排せつした
場合には、直ちに当該ふんをそ
の場所から除去しなければなら
ない」と定められています。（第
12 条の２）
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申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

子
育
て
世
帯
等
生
活
応
援
給
付
金

1515 1414

カード受取
ネット予約

マイ
ナンバー
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
日
の
お
知
ら
せ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

は
、
平
日
お
よ
び
日
曜
日
に
市
役

所
窓
口
に
て
即
日
交
付
し
て
い
ま

す
。（
日
曜
日
の
交
付
に
限
り
、

要
予
約
）た
だ
し
、毎
月
１
回（
第

３
土
曜
日
の
次
の
日
曜
日
）
シ
ス

テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
即
日

交
付
で
き
ま
せ
ん
。

　
な
お
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

日
に
予
約
を
し
た
人
は
、
来
庁
に

て
お
手
続
き
後
、
後
日
書
留
郵
便

等
で
カ
ー
ド
を
送
付
し
ま
す
。

※
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
カ
ー
ド

受
け
取
り
の
ネ
ッ
ト
予
約
可
能

※
シ
ス
テ
ム
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
の

予
約
は
電
話
受
付
の
み

※
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
ご

本
人
が
市
役
所
ま
で
行
く
の
が

難
し
い
場
合
は
、
予
約
の
前
に

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
代

理
受
取
に
は
条
件
が
あ
り
、
必

要
書
類
が
通
常
と
異
な
り
ま
す
）

問
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

☎
43
・
５
２
１
２

令和７年度
システムメンテナンス日
（すべて日曜日）

令和 7年
4/20・5/18・6/22・
7/20・8/17・9/21・
10/19・11/16・12/21
令和 8年
1/18・2/22・3/22

市ホームページ

補助金

防
犯
機
能
付
き
電
話
機
等

購
入
費
用
の
補
助

　
特
殊
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防
止

す
る
た
め
、
着
信
前
自
動
警
告
機

能
と
自
動
録
音
機
能
の
あ
る
固
定

電
話
機
な
ど
の
購
入
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

※
機
器
購
入
前
に
申
込
が
必
要

※
予
算
上
限
に
達
し
た
時
点
で
申

込
受
付
を
終
了
し
ま
す

対
象
者

　
65
歳
以
上
の
人
が
い
る
世
帯

補
助
金
額

　
購
入
金
額
の
３
分
の
２

※
固
定
電
話
機
上
限
１
万
円
、
外

付
け
機
器
上
限
５
０
０
０
円

申
込
期
限

　
令
和
８
年
２
月
27
日（
金
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

市ホームページ

給付金
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
品
等
の
価

格
高
騰
な
ど
の
影
響
を
強
く
受
け

て
い
る
子
育
て
世
帯
等
を
応
援
す

る
た
め
、
給
付
金
を
支
給
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
申
請
が
済
ん
で
い
な

い
人
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

申
請
が
必
要
な
人

❶
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
児
童
を

養
育
す
る
人

※
令
和
６
年
12
月
13
日
時
点
で
児

童
ま
た
は
養
育
者
が
南
あ
わ

じ
市
民
で
あ
れ
ば
対
象

※
令
和
７
年
１
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
新
生
児
（
出
生
時
点
で

新
生
児
ま
た
は
養
育
者
が
南

あ
わ
じ
市
民
）
も
対
象

❷
令
和
７
年
1
月
31
日
時
点
で
南

あ
わ
じ
市
民
で
、
令
和
７
年
2

月
28
日
ま
で
に
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
を
受
け
、
令
和
７
年

２
月
１
日
以
降
に
出
産
を
予

定
し
て
い
る
妊
婦
の
人

支
給
額

　
対
象
児
童
１
人
に
つ
き
１
万
円

※
令
和
６
年
12
月
分
児
童
扶
養
手

当
受
給
世
帯
お
よ
び
特
別
児

童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
の
場

合
、
世
帯
に
１
万
円
加
算

手
続
き
対
象
者　
❶
の
う
ち
、
申

請
不
要
の
人
に
は
令
和
７
年
３

月
14
日
に
支
給
済
み
で
す
。
申

請
が
必
要
な
人
（
新
生
児
の
養

育
者
、
児
童
扶
養
手
当
・
特
別

児
童
扶
養
手
当
受
給
者
な
ど
）

に
は
申
請
案
内
を
送
付
し
て
い

ま
す
の
で
、
対
象
で
あ
る
の
に

申
請
案
内
が
届
い
て
い
な
い
人

は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
手
続
き

が
ま
だ
の
人
は
お
早
め
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限　
６
月
30
日（
月
）

問
子
育
て
ゆ
め
る
ん
課

　
☎
43
・
５
２
１
９

コミ
バス
「
ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
」
運
転
免
許
自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
制
度

１
年
フ
リ
ー
パ
ス
券
を
最
大
５
回
に
拡
充

　
市
で
は
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に

よ
る
交
通
事
故
を
減
ら
す
た
め
、

運
転
に
不
安
を
感
じ
る
人
に
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
の
一
環

と
し
て
、65
歳
以
上
の
人
に
対
し
、

自
主
返
納
後
に
市
コ
ミ
バ
ス
「
ら

ん
・
ら
ん
バ
ス
」
の
１
年
間
フ
リ

ー
パ
ス
券
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
は
１
回
限
り
で
し
た

が
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
最

大
５
回
（
５
年
間
）
に
拡
充
し
、

過
去
に
１
年
間
フ
リ
ー
パ
ス
券
を

受
け
取
っ
た
人
で
も
追
加
で
利
用

で
き
ま
す
。

　
ご
利
用
に
は
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
市
民
協
働

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
「
ら
ん
・
ら
ん
バ
ス
」
の
ダ
イ

ヤ
を
一
部
変
更
し
ま
す
の
で
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

補助金

高
齢
者
の
社
会
参
加
や
地
域
交
流
を
支
援

補
聴
器
購
入
費
用
の
補
助

補
助
対
象
者　
次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
す
人
❶
65
歳
以
上
で
市

内
に
住
所
を
有
し
か
つ
居
住
す

る
❷
中
等
度
難
聴
で
、
聴
覚
障

害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
❸
耳
鼻

科
の
医
師
の
診
断
を
受
け
、
補

聴
器
の
必
要
性
を
認
め
る
証
明

（
医
師
意
見
書
）
を
受
け
て
い

る
❹
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な

い
世
帯
に
属
し
て
い
る
❺
過
去

に
こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け

て
い
る
場
合
は
、
申
請
時
点
で

こ
の
補
助
金
の
交
付
決
定
の
日

か
ら
５
年
を
経
過
し
て
い
る

補
助
金
の
額　
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
（
１
０
０
円
未
満
切

り
捨
て
）
と
４
万
円
を
比
較
し

て
少
な
い
方
の
額

※
片
耳
、
両
耳
を
問
い
ま
せ
ん

補
助
内
容　
管
理
医
療
機
器
と
し

て
の
補
聴
器
本
体
と
付
属
品

※
申
請
前
に
購
入
さ
れ
た
も
の
は

補
助
対
象
外

申
請
方
法　
長
寿
・
保
険
課
窓
口

で
配
布
し
て
い
る
申
請
書
、
医

師
意
見
書
、
購
入
予
定
の
販
売

店
の
見
積
書
を
提
出

問
長
寿
・
保
険
課

　
☎
43
・
５
２
６
０

納期限は４月30日（水）納期限は４月30日（水）

介護保険料・・・・・【１期】

※便利で安全・確実な口座振替が利
用できます

※納付が困難な場合は、担当課にご
相談ください

問長寿・保険課 介護保険係
　☎43-5217

市ホームページ

老人福祉センター 湯の川荘
ゴールデンウイーク中の

営業時間のお知らせ
　ゴールデンウイーク中の営業時間を次
のとおり一部延長します。

問長寿・保険課☎ 43-5260

４月26日（土）～29日（火）
▶10:00 ～ 19:00
４月30日（水）
▶10:00 ～ 16:00（平常通り）
５月１日（木）
▶休館日
５月２日（金）～５月６日（火）
▶10:00 ～ 19:00
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スマホ

４
月
の
ス
マ
ホ
相
談
窓
口

　
令
和
７
年
度
も
継
続
し
て
ス
マ

ホ
相
談
窓
口
を
開
催
し
ま
す
。
ス

マ
ホ
利
用
で
お
困
り
の
人
や
こ
れ

か
ら
ス
マ
ホ
を
始
め
た
い
人
は
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
４
月
１
日
よ
り
予
約
受
付
窓
口

が
変
更
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

開
設
日　
毎
週
火
・
水
・
金
曜
日

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

予
約
受
付
専
用
電
話

　
☎
０
１
２
０・３
３
３・６
５
８

予
約
受
付
時
間

　
平
日
午
前
９
時
～
午
後
６
時

※
５
月
以
降
の
水
曜
日
は
地
区
公

民
館
で
出
張
相
談
窓
口
を
開

設
し
ま
す
の
で
、
市
役
所
の
窓

口
は
休
止
し
ま
す

問
情
報
課
☎
43
・
５
２
０
６

市ホームページ

補助金

同
窓
会
開
催
費
用
を

補
助
し
ま
す

　
南
あ
わ
じ
市
出
身
者
が
地
元
と

の
つ
な
が
り
を
持
ち
続
け
ら
れ
る

よ
う
、
同
窓
会
の
開
催
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
こ
と
❶
市
内
の
同
じ
小
・
中
・

高
校
・
大
学
の
卒
業
生
同
士
が

開
催
❷
市
内
の
飲
食
店
な
ど
で

開
催
❸
出
席
者
が
10
人
以
上

で
、
う
ち
市
外
在
住
者
が
４
人

以
上
❹
出
席
者
の
年
齢
が
令
和

７
年
４
月
１
日
時
点
で
18
歳
以

上
❺
１
人
当
た
り
の
対
象
経
費

の
合
計
が
４
０
０
０
円
以
上
❻

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
・
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
配
布
の
協
力

対
象
経
費　
食
事
代
（
飲
物
代
は

対
象
外
）、
案
内
文
書
の
印
刷・

送
付
代
、
記
念
写
真
代
な
ど

補
助
額　
参
加
者
数
・
市
外
在
住

者
数
×
３
の
数
の
う
ち
少
な
い

数
に
２
０
０
０
円
を
乗
じ
た
額

※
１
団
体
あ
た
り
上
限
６
万
円

申
請
方
法　
申
請
書
に
収
支
予
算

書
、
出
席
者
名
簿
を
添
え
て
、

開
催
日
の
14
日
前
ま
で
に
提
出

問
ふ
る
さ
と
創
生
課
つ
な
が
り
開

発
室
☎
43
・
５
２
５
１

市ホームページ

補助金

に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
事
業

の
費
用
を
補
助
し
ま
す

　
観
光
、
産
業
、
文
化
の
振
興
を

目
的
に
、
本
市
の
魅
力
を
県
内
外

へ
発
信
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す

る
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

対
象
者　
観
光
協
会
や
観
光
事
業

所
、
商
工
会
や
商
工
業
者
、
自

治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
協
働

し
て
自
主
的
に
事
業
を
行
う

市
内
の
団
体
お
よ
び
事
業
者

対
象
事
業　
県
内
外
か
ら
の
観
光

交
流
人
口
の
増
加
を
図
る
こ

と
に
寄
与
し
、
次
の
す
べ
て
の

要
件
に
該
当
す
る
も
の
❶
対

象
経
費
が
３
０
０
万
円
以
上

　

❷
県
内
外
へ
の
広
報
宣
伝
費

が
、
対
象
経
費
に
１
０
０
分
の

５
を
乗
じ
て
得
た
額
と
20
万
を

比
較
し
て
少
な
い
方
の
額
以
上

❸
環
境
に
配
慮
し
た
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
事
業

補
助
金
額　
対
象
経
費
の
２
分
の

１
（
上
限
２
５
０
万
円
）

応
募
方
法　
申
請
書
お
よ
び
企
画

書
等
を
商
工
観
光
課
へ
提
出

応
募
締
切　
４
月
25
日
（
金
）

決
定
方
法　
書
類
審
査
後
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
よ
り
決
定

問
商
工
観
光
課
☎
43
・
５
２
２
１

リサイクルについて学びましたリサイクルについて学びました
神代小で啓発授業神代小で啓発授業

補助金を交付します補助金を交付します
ごみ減量化機器設置費用ごみ減量化機器設置費用
　市内のごみ減量化機器を設置した家庭に対して補助
金の交付を行っています。対象となる機器は、ごみ減
量容器（コンポスト）および電動式生ごみ処理機です。
補助金額等
▶ごみ減量容器（コンポスト）
　購入金額の３／４・上限 6,000 円
▶電動式生ごみ処理機
　購入金額の１／２・上限３万円
※１世帯に１基が対象で、更新は従前の機器を購入後

５年以上経過した場合に限ります

　２月 26 日、神代小学校でサントリーによる環境啓発
授業が行われました。児童たちは、ペットボトルが再び
ペットボトルに生まれ変わる「ボトル to ボトル」リサイ
クルの仕組みや、正しい分別の方法について学びました。 
　授業では、実際にリサイクル素材に触れたり映像を見
たりして、楽しみながら学習。ペットボトルのリサイク
ルの流れを具体的に知ることで、自分たちにもできる行

動があることに気づき
ました。児童は「今後
は家でもリサイクルを
意識して分別したい」
と話し、日常生活の中
でできる環境保全の行
動に目を向けるきっか
けとなりました。

分ければ資源、混ぜればごみ
ごみ・環境への取り組み

問環境課☎ 43-5214

無料で１カ月貸し出します無料で１カ月貸し出します
生ごみ処理機生ごみ処理機
貸出条件　❶南あわじ市に住所を有し、かつ居住して

いる❷処理機を屋内に設置する❸処理機を適正に維
持管理できる❹環境課または沼島出張所で処理機の
受け取り・返却ができる❺貸出後にアンケートに回
答する

貸出機種　パナソニック製家庭用生ごみ処理機 リサイ
クラー（型番 MS-N53XD、外寸 268 × 365 ×
550 ㍉、重量 12 ㌔）

申込方法　本人確認書類（運転免許
証等）をお持ちのうえ、環境課ま
たは沼島出張所でお申し込みくだ
さい。

※台数に限りがあるため、先着順で
貸し出します。電気代は利用者負
担となります

貸し出しする
生ごみ処理機

市ホームページ

市ホームページ

市ホームページ

市ホームページ

議会

第
16
回
議
会
報
告
会
を

開
催
し
ま
す

　
南
あ
わ
じ
市
の
事
業
に
つ
い
て

の
審
議
内
容
な
ど
を
中
心
に
、
報

告
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
お
聴
き
し
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
９
日（
金
）

　
午
後
７
時
～
９
時

場
所　
市
地
区
公
民
館
講
義
室

問
議
会
事
務
局
☎
43
・
５
０
０
５

分別収集を開始します分別収集を開始します
「「製品プラスチック」製品プラスチック」
　皆さまに分別していただいた資源物は、すべてリサ
イクルされて新しい素材や製品、エネルギー源に生ま
れ変わっています。
製品プラスチックとは
▶定義　すべてプラスチックでできているもので 40 ㌢

未満のもの。容器包装プラスチックでないもの
▶具体例　ボウル・保存容器・バケツ・

洗面器・CD ケース（CD 本体は
燃えるゴミ）・定規・ハンガー・歯
ブラシ等

出し方　ステーションに配置している黄色ネットに入
れてください。

※金属・ゴム、電池等その他素材が含まれている場合
は必ず取り外してください

※ビデオテープ・カセットテープ・ホース等は燃える
ゴミとして出してください

アリスホームドクター
南あわじ市北阿万筒井76-1

温かくなる春・夏はしろ
あり・羽アリの活動が活
発になり、最も被害が発
生しやすくなる時期です。
早めに点検を行い被害を
予防しましょう。☎0799-55-0800

※お気軽にお問合せ下さい。

淡路島のシロアリ防除・害虫駆除専門店

全島対応
いたします
全島対応
いたします

しろあり被害・拡大中!!

調査・
見積無料！

しろあり・羽アリ群飛中 !!
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南あわじ市からのお知らせ

1919 1818

①②参加申込
フォーム

生涯
活躍

60
歳
以
上
の
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ま
へ

地
域
で
活
躍
し
ま
せ
ん
か
？

①
活
動
の
「
場
」
を
紹
介
し
ま
す

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
も
い
や
り

ポ
イ
ン
ト
制
度

説
明
会
・
相
談
会
（
要
予
約
）

▽
日
時　
4
月
25
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
３
会
議
室

◆
誰
か
の
役
に
立
ち
た
い
人
、
生

き
が
い
づ
く
り
が
し
た
い
人

に
お
す
す
め

◆
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
市
内
で

使
え
る
商
品
券
（
お
も
い
や
り

ポ
イ
ン
ト
券
）
に
交
換
で
き
る

②
無
理
な
く
働
い
て
気
分
も
収
入

も
上
向
き
←

シ
ニ
ア
の
生
涯
活
躍
総
合
相
談
窓
口

（
要
予
約
）

▽
日
時　
４
月
25
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
（
受
付
終
了
午
後
２
時
30
分
）

▽
場
所　
市
役
所
本
館
３
階

　
３
０
４・３
０
５
会
議
室

◆
市
と
市
内
事
業
者
が
シ
ニ
ア
の

た
め
に
用
意
し
た
無
理
な
く

働
け
る
仕
事
を
紹
介

◆
会
場
に
は
事
業
者
が
数
社
参
加

予
定

※
①
②
と
も
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

参
加
申
し
込
み
で
き
ま
す

●
ご
注
意
く
だ
さ
い
●

４
月
１
日
よ
り
、
お
も
い
や
り
ポ

イ
ン
ト
券
の
有
効
期
限
が
変
わ
り

ま
す

　
お
も
い
や
り
ポ
イ
ン
ト
券
の
使

い
忘
れ
な
ど
に
よ
り
、
有
効
期
限

切
れ
と
な
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。
使
い
忘
れ
な
く
確
実
に

使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
有
効

期
限
を
見
直
し
ま
す

■
４
月
１
日
以
降
の
有
効
期
限
は

発
行
月
の
翌
月
か
ら
数
え
て

６
カ
月
後
の
月
末
ま
で

（
例
）
令
和
７
年
５
月
15
日
に

発
行
→
令
和
７
年
11
月
30
日

ま
で
有
効

※
有
効
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
お
手
持
ち
の
お
も
い
や
り
ポ
イ

ン
ト
券
の
有
効
期
限
を
今
一
度
ご

確
認
の
う
え
、
期
限
内
に
ご
使
用

く
だ
さ
い
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
ご

使
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
券
へ
の
交

換
前
の
ポ
イ
ン
ト
に
は
、
有
効
期

限
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
使
用

の
目
途
が
立
っ
て
か
ら
の
交
換
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

問
生
涯
活
躍
推
進
室（
本
館
１
階
）

　
☎
43
・
５
２
６
０

※成績などにより採用しない場合
があります

申込方法
　オンラインによる申込み
　※詳しくは申込用ホームページをご覧ください
申込期間　5 月 19 日（月）まで
募集する職種等

会場　南あわじ市役所
1次試験
　５月31日（土）

SPI３
(能力検査・性格検査)

2次試験
　６月28日（土）

面接試験
※応募者数によっては７月

19日（土）に３次試験を行
う場合があります

試験について

職種 受験資格

事
務
職

一般行政職

採用予定人数
若干名

次の条件をすべて満たす人 
❶昭和60年４月２日以降に生まれた人❷高等学校を卒
業し、申込時点で民間企業等において職務経験（週35時
間以上の勤務形態）が通算して３年以上ある人

建築・土木事務職
※市が発注する建築・

土木に関する事務

採用予定人数
若干名

次の❶❷または❶❸の条件を満たす人
❶昭和60年４月２日以降に生まれた人❷学校教育法によ
る大学、短大、高等専門学校または専門学校で建築・土木
に関する専門課程を履修して卒業した人❸申込時点で民
間企業等における建築または土木の職に関する職務経験

（週35時間以上の勤務形態）が通算して３年以上ある人

道の駅福良管理員 総合窓口センター一般事務員

業務内容 なないろ館施設管理、足湯施設管理、定期巡視、
危機管理など 窓口・電話対応業務など

任用期間 令和７年６月１日～令和８年３月 31 日
募集人数 １人 若干名
賃金 時給 1,052 円 時給 1,179 円

勤務時間 9:00 ～ 17:00（１日７時間）
週２～３日勤務

午前９時～午後４時 30 分（１日 6.5 時間）
週５日勤務（勤務時間等は相談に応じます）

要件 普通自動車運転免許、ワード・エクセルなどの
基本操作ができる 普通自動車運転免許、高校卒業以上

申込方法 履歴書に写真を貼り、運転免許証の写しを添えて、申込先へ持参または郵送
申込期限 ４月 21 日（月）午後５時 ４月 25 日（金）午後５時
選考方法 面接試験（申込多数の場合は書類選考後、面接試験を実施する場合あり）
申込・問合せ先 商工観光課☎ 43-5221 総合窓口センター☎ 43-5212

職員
募集

令和７年10月 1日採用

市役所職員の募集

職員
募集 会計年度任用職員の募集

問総務課（南あわじ市市善光寺 22番地 1）☎ 43-5001

申込用
ホームページ 市ホームページ

寄付ありがとうございます寄付ありがとうございます
■淡路三原ロータリークラブより、
AED １台を寄
付いただきま
した。辰美小
学校に設置し、
万が一に備え
有効に活用さ
せていただき
ます。

■昭和 12 年・13 年生まれ寿会（福
良）より、金 8,125 円を寄付い
ただきました。福祉のため有効
に活用させていただきます。

辰美小学校に設置
したAED

　灘黒岩水仙郷は、観光客と市民の憩い場やサイクリストの
休憩所として、また、絶景の展望テラスや四季折々の花など
を楽しんでいただくため、１年間を通した営業を始めます。
　施設２階にはふくカフェ２号店「BASE COFEE」がオー
プンし、こだわりのコーヒーやワッフルなどが提供されます。
　また、フリー Wi-Fi が完備で、灘の自然と海を感じながら、
ゆっくりと勉強や仕事にもご活用いただけます。

オープン日時　４月 23 日（水）14:00（予定）
カフェ営業日　水・土・日曜日（変更の場合あり）
駐車場　　67 台（無料）
施設概要　カフェ、展望テラス、ト

イレ、サイクリスト休憩所、自転
車修理キット、シャワー室（有料）

問商工観光課☎ 43-5221

灘黒岩水仙郷 通年営業を始めます灘黒岩水仙郷 通年営業を始めます

中央リサイクルセンター 資源ゴミ等分別作業・受付員募集

60 歳以上のみなさん
シルバー会員になってみませんか?

（公社）南あわじ市シルバー人材センター
　〒656-0122　南あわじ市広田広田1064番地（旧緑庁舎）1階

TEL ／ 0799-45-0171    FAX ／ 0799-45-1814

空いた時間で「ちょこっと」誰かのお手伝い

「ちょこサポ会員」「ちょこサポ会員」募集中 問0799-45-0012

チエブクロー

ホームページ

入会説明会のご案内
日時　❶４月 ９ 日（水）午後 1 時 30 分～
　　　❷４月23日（水）午後 1 時 30 分～
場所　南あわじ市シルバー人材センター
　　　（旧緑庁舎）2 階
内容　シルバー人材センターの仕組み、活動内容、
　　　働き方などについて説明します。

４月は「若年層の性暴力被害予防月間」です 問ふるさと創生課☎43-5205

　性犯罪・性暴力は、被害者の尊厳を著しく踏み
にじる許しがたい重大な人権侵害であり、決して
許される行為ではありません。もし、自分が同意
していない性的な行為をされたら、それは性暴力
です。ひとりで抱え込まずに相談してください。

●性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センター
　#8891（はやくワンストップ）
●性犯罪被害相談電話（警察）
　#8103（ハートさん） 男女共同参画局（内閣府）

ホームページ
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▽
時
間　

午
後
７
時
～
９
時

▽
内
容　

期
間
限
定
で
志
知
城
跡

を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

※
期
間
中
の
４
月
19
日（
土
）午
後

７
時
か
ら
、一
日
限
定
で「
シ
ャ

ボ
ン
玉
師
タ
ナ
ち
ゃ
ん
に
よ
る
ナ

イ
ト
バ
ブ
ル
シ
ョ
ー
」を
同
時
開

催
し
ま
す

▽
場
所

　

志
知
城
跡（
志
知
松
本
３
４
９
）

問
志
知
城
守
る
会
代
表（
関
口
）

　

☎
０
９
０・１
０
２
２・２
７
３
２

里
山
基
地「
子
ど
も
の
冒
険
ひ

ろ
ば
」の
活
動（
要
申
込
）

▽
日
程　

４
月
20
日（
日
）

▽
内
容　

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
、
野
外

ク
ッ
キ
ン
グ（
ち
ら
し
寿
司
）

問
Ａ
Ｇ
Ｎ
西
淡
（
武
田
）

　
☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

淡
路
島
が
い
な
祭

▽
内
容　

改
良
メ
ダ
カ
品
評
会

（
一
般
参
加
可
）、
ら
ん
ち
ゅ

う
品
評
会
を
同
時
開
催
。
改
良

メ
ダ
カ
や
雑
貨
の
販
売
、
フ
ー

ド
屋
台
に
お
楽
し
み
抽
選
会
な

ど
イ
ベン
ト
が
盛
り
沢
山
で
す
。

▽
日
時　

４
月
27
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

洲
本
市
民
広
場

※
55
ブ
ー
ス
出
店
予
定

問
淡
路
島
が
い
な
祭
実
行
委
員

（
興
津
）

　
☎
０
８
０
・
５
６
１
０
・
７
６
８
１

▽
受
講
料　
４
０
０
０
円（
全
８
回
）

▽
定
員　

40
人（
要
予
約
）

▽
日
時　

４
月
18
日
、25
日
、５
月

９
日
、30
日
、６
月
６
日
、13
日
、

20
日
、27
日
の
金
曜
日

　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分

▽
持
ち
物　
ヨ
ガ
マッ
ト

問
文
化
体
育
館
☎
50
・
５
０
７
７

慶
野
松
原
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
ま
す（
無
料
）

　

地
図
を
頼
り
に
慶
野
松
原
に
あ

る
探
索
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
終
点

の
案
内
所
で
出
さ
れ
る
ク
イ
ズ
の

ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
よ
う
。
ク
イ
ズ
に

正
解
す
る
と
、
記
念
品
の
贈
呈
が

あ
り
ま
す
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
記
念
マ

グ
ネ
ッ
ト
作
り
も
体
験
で
き
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
27
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
お
好
き
な
時
間
に
参
加
可

※
雨
天
時
は
４
月
29
日（
火
）に
順

延
予
定

▽
場
所　

慶
野
松
原

※
詳
し
く
は
慶
野
松

原
根
上
が
り
隊

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
社
会
教
育
課
☎
43
・
５
２
３
２

志
知
城
跡
の
桜
と
竹
の
回
廊

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ（
入
場
無
料
）

▽
期
間　

４
月
27
日（
日
）ま
で

▽
日
時　

４
月
８
日（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
１
階

※
申
込
み
に
は
、銀
行
の
届
出
印

お
よ
び
口
座
番
号
が
必
要（
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
可
）

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

ア
プ
リ
版
リ
リ
ー
ス
！

ひ
ょ
う
ご
防
犯
ネ
ッ
ト
＋プ

ラ
スに

ご
登
録
く
だ
さ
い

　
地
域
で
発
生
し
た
犯
罪
情
報
や

防
犯
情
報
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

「
ひ
ょ
う
ご
防
犯
ネ
ッ
ト
」
が
ア

プ
リ
に
な
り
ま
し
た
。
お
知
ら
せ

が
ア
プ
リ
上
で
確
認
で
き
、
防
犯

ブ
ザ
ー
機
能
や
あ
ら
か
じ
め
登
録

し
た
人
に
現
在
地
を
通
知
す
る
機

能
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
兵
庫
県

警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
南
あ
わ
じ
警
察
署
☎
42
・
０
１
１
０

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
で

現
況
確
認
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
兵
庫
県
で
は
、
土
砂
災
害
警
戒
区

域
等
に
変
更
が
な
い
か
を
確
認
す
る

た
め
現
地
調
査
を
行
い
ま
す
。
調
査

で
は
、
事
前
に
お
声
か
け
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
土
地
に
立
ち
入
ら
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

際
に
は
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
期
間　

４
月
28
日（
月
）～

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
・
デ
イ

（
今
月
の
食
品
の
寄
付
受
付
日
）

▽
日
時　

４
月
25
日（
金
）、28
日

（
月
）、30
日（
水
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

▽
場
所　

広
田
地
区
公
民
館
、湊

地
区
公
民
館
、市
地
区
公
民

館
、福
良
地
区
公
民
館

▽
受
付
で
き
る
食
品

　
お
米
、乾
麺
、缶
詰
、レ
ト
ル
ト
食

品
、調
味
料
、お
菓
子
な
ど

▽
持
ち
込
み
方
法　

公
民
館
に
設

置
し
て
い
る「
食
品
回
収
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」に
食
品
を
入
れ
、受
付
表
に

寄
付
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
市
民
協
働
課
☎
43
・
５
２
４
４

文
化
体
育
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
初
回
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
利
用
す

る
場
合
、
初
回
の
み
講
習
会
を
受

講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
対
象
者　

16
歳
以
上

▽
受
講
料　

５
０
０
円（
市
内
）

▽
定
員　

６
人（
要
予
約
）

▽
日
時　

４
月
12
日（
土
）の
午

前
11
時
と
午
後
２
時
～
、23
日

（
水
）の
午
後
６
時
30
分
と
午

後
７
時
30
分
～

◆
ヨ
ガ
教
室（
要
予
約
）

▽
対
象
者　

中
学
生
以
上

20202121

姉
妹
都
市
）

▽
日
程　

７
月
21
日（
月
・
祝
）～

31
日（
木
）の
11
日
間

▽
対
象

❶
市
内
在
住
の
中
学
３
年
～
高
校

３
年
生
（
各
年
度
に
つ
き
１
世

帯
１
人
ま
で
参
加
可
能
、
同
事

業
参
加
経
験
者
を
除
く
）

❷
令
和
８
年
夏
に
セ
ラ
イ
ナ
市
か
ら

の
派
遣
団
員
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け

入
れ
に
協
力
す
る
意
思
の
あ
る
人

▽
募
集
人
数　

10
人
程
度

▽
助
成
額　
派
遣
費
用
の
半
額
程
度

▽
申
込
締
切　

４
月
23
日（
水
）

▽
申
込
方
法　

申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い

▽
選
考
方
法　

申
込
フ
ォ
ー
ム（
評

価
対
象
部
分
）、
面
接

※
詳
し
く
は
申
込
フ
ォ
ー
ム
の
事

業
詳
細
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

問
南
あ
わ
じ
市
国
際
交
流
協
会

　

事
務
局（
ふ
る
さ
と
創
生
課
内
）

　

☎
43
・
５
２
０
５

令
和
７
年
度
公
民
館
講
座

受
講
生
募
集

▽
申
込
方
法　

❶
申
込
フ
ォ
ー
ム

❷
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

情
報
瓦
ば
ん

市
営
住
宅
入
居
者
の
募
集

政
令
月
収
15
万
８
千
円
以
下
対
象

※
裁
量
階
層（
新
婚
世
帯
、義
務
教
育

終
了
前
の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
等

は
21
万
４
千
円
以
下
）

▽
四
季
の
丘
団
地（
阿
万
）

　

１
戸
、Ｂ
棟
４
号
、３
Ｄ
Ｋ
（
単

身
不
可
）、
平
成
16
年
度
建
築
。

　

家
賃
月
額　

２
万
２
７
０
０
円

～
４
万
４
５
０
０
円
（
共
益
費

別
途
）、
駐
車
料
金
１
台
に
つ

き
月
額
２
５
０
０
円
（
屋
根
付

き
５
０
０
０
円
）

◇
受
付
期
間　

　

４
月
15
日（
火
）ま
で
の
平
日

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

◇
公
開
抽
選
日　

４
月
25
日（
金
）

　

午
前
10
時
～
、市
役
所
本
館
１
階

問
都
市
政
策
課
☎
43
・
５
２
２
７

学
生
海
外
派
遣
団 

団
員
募
集

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
感

受
性
豊
か
な
中
高
生
を
対
象
に
海

外
派
遣
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

▽
派
遣
先　

米
国
オ
ハ
イ
オ
州
セ

ラ
イ
ナ
市
（
南
あ
わ
じ
市
国
際

し
、
生
涯
学
習
推
進
室
ま
た
は

各
地
区
公
民
館
に
提
出（
電
話
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申
し
込
み
は
不
可
）

▽
申
込
締
切　

４
月
22
日（
火
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

※
詳
し
く
は
、
各
地
区
公
民
館
に

備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
申

込
フ
ォ
ー
ム
を
ご

覧
く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
推
進
室
☎
43
・
５
０
３
８

令
和
７
年
度
高
齢
者
大
学

う
ず
し
お
学
園
学
園
生
募
集

▽
内
容　

一
般
教
養
講
座
（
年
９

回
）、
ク
ラ
ブ
活
動
、
研
修
旅
行

▽
対
象　
60
歳
以
上
の
市
内
在
住
者

▽
期
間　

５
月
～
令
和
８
年
３
月

の
毎
月
第
３
土
曜
日

▽
場
所　

市
地
区
公
民
館

▽
受
講
料　

年
間
４
０
０
０
円

▽
申
込
先　

生
涯
学
習
推
進
室

▽
申
込
締
切　

４
月
11
日（
金
）

※
詳
し
く
は
、
各
地
区
公
民
館
に

あ
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
生
涯
学
習
推
進
室
☎
43
・
５
０
３
８

放
課
後
事
業
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

▽
業
務
内
容　

小
学
生
の
放
課
後

に
お
け
る
創
作
活
動
や
遊
び
の

提
供
・
見
守
り
、
お
や
つ
準
備
、

児
童
出
席
確
認
等
の
支
援

▽
業
務
時
間　

平
日
の
午
後
１
時

～
６
時
の
う
ち
５
時
間
以
内

※
長
期
休
暇
時
は
、
午
前
８
時
～

午
後
６
時
の
う
ち
７
時
間
以
内

▽
業
務
場
所　

市
内
ア
フ
タ
ー
ス

ク
ー
ル
（
学
童
保
育
所
）

▽
謝
金　

１
時
間
１
０
５
２
円

※
放
課
後
児
童
支
援
員
認
定
資
格

の
有
資
格
者
は
、
１
１
５
２
円

▽
申
込
方
法　

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
有
資
格
者
は
資

格
証
明
書
の
写
し
を
添
え
て
ス

ポ
ー
ツ
青
少
年
課
に
提
出

▽
選
考
方
法　

面
接（
４
月
実
施
）

▽
申
込
締
切　

４
月
18
日（
金
）

※
大
学
生
可
、
週
１
回
か
ら
の
業

務
も
可

問
ス
ポ
ー
ツ
青
少
年
課
☎
43・５
２
３
４

美み

な菜
恋こ

い
こ
い来
屋や

出
荷
者
の
募
集

　

美
菜
恋
来
屋
で
は
出
荷
者

（
野
菜
・
果
物
）を
募
集
し
て
い
ま

す
。
淡
路
島
内
外
の
人
に
自
慢
の

出
荷
物
を
提
供
し
て
南
あ
わ
じ
市

（
淡
路
島
）を
共
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
？
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
美
菜
恋
来
屋
☎
43
・
３
７
５
１

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

◆
実
施
期
間　

　

４
月
６
日（
日
）～
15
日（
火
）

　

市
内
で
人
身
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
増
加
し
て
い
る
事
故
は
次
の
３

つ
で
す
。
悲
惨
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

安
全
な
通
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

❶
道
路
横
断
中
の
歩
行
者
事
故

７
月
４
日（
金
）

▽
調
査
時
間　

　

平
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽
受
託
会
社　
株
式
会
社
か
ん
こ
う

※
調
査
は
受
託
会
社
が
実
施
。
県
発
行

の
身
分
証
明
書
を
携
帯
し
てい
ま
す

▽
作
業
内
容　
地
形
や
植
生
状
況
、

周
辺
の
土
地
利
用
な
ど
を
確
認

▽
調
査
範
囲　

　

福
良
、
賀
集
、
阿
万
、
北
阿
万
、

潮
美
台
、
灘
、
沼
島

問
洲
本
土
木
事
務
所
☎
26
・
３
１
８
０

地
域
づ
く
り
活
動
応
援
事
業

　

地
域
団
体
が
他
団
体
と
協
働
し

て
実
施
す
る
地
域
特
性
を
生
か
し

た
、
先
駆
的・モ
デ
ル
的
な
取
組
や
、

Ａ
Ｗ
Ａ
Ｊ
Ｉ
島
博
な
ど
を
盛
り
上

げ
る
取
組
に
補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

30
万
円
以
内

▽
申
請
期
限　

５
月
12
日（
月
）

問
淡
路
県
民
局
交
流
渦
潮
課

　

☎
26
・
２
０
８
５

日
本
赤
十
字
社
の
活
動
資
金

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
災
害
救

護
・
医
療
救
護
活
動
の
た
め
、
活

動
資
金
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
納
入
方
法　

福
祉
課
窓
口
へ
資

金
を
持
参
ま
た
は
指
定
口
座
に

お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

※
振
込
み
の
場
合
は
、事
前
に
福

祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
福
祉
課
☎
43
・
５
２
１
６

募
　
集

　

対
策　
反
射
材
等
の
使
用
、
周

囲
の
安
全
確
認
後
の
横
断

❷
単
路
で
の
追
突
事
故

　

対
策　

交
通
状
況
を
遠
く
ま
で

確
認
、
わ
き
見
・
な
が
ら
運
転

厳
禁

❸
交
差
点
で
の
一
時
不
停
止
が
原

因
の
事
故

　

対
策　
一
時
停
止
場
所
で
確
実

に
停
止
、
二
段
階
停
止
で
左
右

の
安
全
確
認

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

　
南
あ
わ
じ
警
察
署
☎
42
・
０
１
１
０

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
補
助

　
自
治
会
等
の
地
域
団
体
が
行
う

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

▽
補
助
金
額　

１
団
体
に
つ
き
１

カ
所
８
万
円（
上
限
）

▽
応
募
締
切　

７
月
31
日（
木
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問
危
機
管
理
課
☎
43
・
５
２
０
３

県
実
施
フ
ェニ
ッ
ク
ス
共
済（
住

宅
再
建
共
済
）
の
出
前
受
付

　

年
間
５
０
０
０
円
の
少
額
負
担

で
、す
べ
て
の
自
然
災
害
が
対
象
で

す
。建
物
被
害
半
壊
以
上
で
再
建

す
る
と
６
０
０
万
円
給
付
し
ま
す
。

他
の
保
険
と
の
併
用
可
能
で
す
。

催
　
し

お
知
ら
せ
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▽
場
所　

兵
庫
県
洲
本
総
合
庁
舎

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
６
２

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

（
完
全
予
約
制
）

▽
内
容　

無
料
登
記
、成
年
後
見
、

法
律
相
談（
１
人
30
分
以
内
）

▽
日
時　

４
月
16
日（
水
）

　

午
後
６
時
～
９
時

▽
場
所　

洲
本
市
文
化
体
育
館

問
武
田
司
法
書
士
事
務
所

　

☎
25
・
３
２
３
０

住
宅
の
耐
震
相
談
会（
要
予
約
）

▽
内
容　

住
宅
の
耐
震
診
断
・
改

修
な
ど
の
無
料
相
談

▽
日
時　

４
月
23
日（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　

兵
庫
県
洲
本
総
合
庁
舎

問
兵
庫
県
建
築
士
事
務
所
協
会

　

淡
路
支
部（
長
次
設
計
）

　

☎
22
・
１
９
７
６

※
相
談
時
間
は
各
日
、次
の
と
お
り

　

❶
午
前
10
時
～
❷
午
前
11
時
～

❸
正
午
～

▽
場
所　

兵
庫
県
立
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー・イ
ー
ブ
ン

▽
相
談
員　

髙
見
香
織
さ
ん（
特

定
社
会
保
険
労
務
士
、キ
ャ
リ
ア

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
）

▽
申
込
み　

予
約
専
用
番
号

　
☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
４

※
電
話
相
談
、オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
可

※
一
時
保
育
あ
り

※
参
加
は
年
度
内
に
１
回
の
み

問
兵
庫
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー（
イ
ー
ブ
ン
）

　
☎
０
７
８
・
３
６
０
・
８
５
５
０

専
門
栄
養
相
談（
予
約
制
）

▽
内
容　

在
宅
の
食
事
療
法
や
栄

養
成
分
表
示
の
表
示
方
法
、活

用
方
法
な
ど
に
関
す
る
相
談
会

▽
日
時　

４
月
14
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
正
午

新
聞
紙
１
日
分

▽
定
員　

①
②
各
15
人

※
申
し
込
み
は
先
着
順
、定
員
に

達
し
次
第
受
付
終
了

※
土
曜
、日
曜
、祝
日
も
受
付
可

問
働
く
婦
人
の
家
☎
43
・２
３
２
６

第
４
回
南
あ
わ
じ
市
レ
デ
ィ
ー

ス
ゴ
ル
フ
大
会

▽
日
程　

５
月
10
日（
土
）

▽
場
所　

洲
本
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

▽
対
象　

市
内
在
住
在
勤
の
女
性

▽
費
用　

参
加
費
１
５
０
０
円
、

プ
レ
ー
フ
ィ
１
万
４
０
３
０
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

南
あ
わ
じ
市
ゴ
ル
フ
協
会（
堤
）

　
☎
０
９
０
・
８
６
５
８
・
２
１
３
５

第
17
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

▽
日
程　

４
月
18
日（
金
）

▽
場
所　

洲
本
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

▽
費
用　

プ
レ
ー
フ
ィ（
セ
ル
フ
）

１
万
１
０
５
０
円
、（
キ
ャ
デ
ィ

付
）１
万
４
５
７
０
円

※
チ
ャ
リ
テ
ィ
協
賛
金
と
し
て

５
０
０
０
円

▽
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
淡
路（
三
原
）

　

☎
０
８
０
・
１
１
０
５
・
３
９
７
５

F
　

25
・
０
５
１
０

あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
開
催

▽
日
程　

４
月
19
日（
土
） 

、20
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
マッ
プ
設
置
場
所　
島
内
市
役
所

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
名
場
面

　
「
仮か

な
で
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

名
手
本
忠
臣
蔵一い
ち
り
き
ち
ゃ
や
ば

力
茶
屋
場

の
段
」

◆
第
33
回
淡
路
人
形
絵
画
展

▽
期
間　

５
月
11
日（
日
）ま
で

◆
開
館
35
周
年
記
念「
昭
和
の
人

形
浄
瑠
璃
を
み
る
！
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
写
真
展
」

▽
内
容　

宗む
ね

虎と
ら
す
け亮
さ
ん
が
撮
影
し

た
写
真
を
中
心
に
昭
和
半
ば
に

撮
影
さ
れ
た
白
黒
写
真
を
大

公
開
。入
口
は
野
水
正ま
さ
あ
き朔

さ
ん

の
野
掛
け
小
屋
写
真
を
元
に
再

現
！
浄
瑠
璃
の

音
声
を
聞
き
な

が
ら
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

▽
期
間　

４
月
５
日（
土
）か
ら
８

月
頃
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
42
・
５
１
１
５

淡
路
人
形
座（
４
月
公
演
）

◆
通
常
公
演

▽
期
間　

４
月
25
日（
金
）ま
で　

　
「
戎
舞
」、「
傾け
い
せ
い城
阿あ

わ波
の
鳴な
る

門と 

順じ
ゅ
ん
れ
い礼
歌う
た

の
段
」、バ
ッ
ク
ス
テ
ー

ジ
、人
形
解
説

　

26
日（
土
）～
５
月
６
日（
火
・
祝
）

　
「
も
も
た
ろ
う
」「
戎
舞
」

◆
定
時
公
演

　

午
前
10
時
、午
前
11
時
10
分
、

　

午
後
１
時
30
分
、午
後
３
時

22222323

働
く
婦
人
の
家
講
座

❶
初
め
て
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
座

（
要
予
約
・
無
料
）

　

２
回
の
講
座
で「
月
の
夜
は
」を

マ
ス
タ
ー
し
、皆
で
楽
し
く
踊
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時　

　

４
月
20
日（
日
）、
27
日（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

▽
講
師　

橋
本　

百
合
子 

氏

▽
定
員　

15
人

※
対
象
は
小
学
生
以
上

❷
ボ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
作
り
体
験
講

座（
要
予
約
）

　

ボ
ト
ル
の
中
に

オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ニ
チ

ュ
ア
ガ
ー
デ
ン
を

作
り
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
26
日（
土
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
講
師　

中
定　

博
子 

氏

▽
材
料
費　

７
５
０
円

▽
持
参
品　
ピ
ン
セ
ッ
ト
、
ニッ
パ
ー

▽
定
員　

15
人

❸
春
の
寄
せ
植
え
講
座（
要
予
約
）

▽
日
時　

４
月
26
日（
土
）

　

①
午
後
１
時
30
分
～

　

②
午
後
２
時
45
分
～

▽
講
師　

岡
本　

久
子 

氏

▽
材
料
費　

１
１
０
０
円

▽
持
参
品　

土
を
入
れ
た
鉢
（
直

径
30
㌢
）、
ス
コ
ッ
プ
、
手
袋
、

◆
４
月
の
休
館
日

　

２
日（
水
）、９
日（
水
）、16
日

（
水
）、17
日（
木
）、23
日（
水
）、

30
日（
水
）

問
淡
路
人
形
座
☎
52
・
０
２
６
０

映
画
上
映
会「
く
た
ば
れ
愚
連
隊
」

▽
内
容　

昭
和
35
年
に
島
内
各
地

で
撮
影
さ
れ
た
映
画
の
上
映
会

で
す
。廃
線
に
な
っ
て
久
し
い
淡

路
鉄
道
や
懐
か
し
い
風
景
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。映
画
や
当
時

の
様
子
を
体
験
し
て
、淡
路
島

の
歴
史
を
知
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

４
月
26
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

▽
場
所　
湊
地
区
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
参
加
費　

無
料

▽
定
員　

３
０
０
人

※
入
場
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

空
き
が
あ
れ
ば
当
日
入
場
可

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

▽
市
内
開
催
場
所　

花
時
計
、マ

イ
マ
ー
ト
寮
の
ガ
ー
デ
ン
、バ
ラ

ー
デ
～
角
所
、風
の
通
る
庭
、ジ

ョ
イ
ポ
ー
ト
の
花
壇
、西
一
花

と
緑
、や
ぶ
萬
サ
イ
ド
Ｇ
ａ
ｒ
ｄ

ｅ
ｎ
、守
本
よ
ね
商
店
倉
庫
前
の

庭
、お
う
ち
カ
フ
ェ
メ
リ
ッ
サ
サ
カ

ベ
の
駐
車
場
の
庭
園
、地
域
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
楽
市
楽
座
、里
山
基
地

「
里
山
ガ
ー
デ
ン
」、武
田
Ｇ
ａ
ｒ

ｄ
ｅ
ｎ「
壁
面
ア
ー
ト
」と
額
縁
、

メ
ルヘン
ガ
ー
デ
ン
、Ｓｍ
ｉ
ｃ
ｃ
ｏ

ガ
ー
デ
ン
、増
田
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
、Ａ
Ｗ
Ａｇ
ａ
ｒ
ｄ
ｅ
ｎ
、カ
リ
コ

リ
ゾ
ー
ト
、ド
リ
ー
ム
ガ
ー
デ
ン

問
同
実
行
委
員
会（
武
田
）

　

☎
０
９
０
・
７
５
５
３
・
９
４
９
２

樋
口
季
一
郎
国
生
み
塾（
永
田

政
経
塾
）

▽
内
容　

哲
学
、政
治
、経
済
の
勉

強
会

▽
日
時　

４
月
13
日（
日
）正
午
～

▽
場
所　
永
田
邸（
倭
文
長
田
）

▽
費
用　

２
０
０
０
円（
昼
食
付
）

問
樋
口
季
一
郎
研
究
会（
出
田
）

　
☎
０
９
０
・
１
１
５
７・
２
９
９
１

滝
川
記
念
美
術
館　
玉
青
館

◆
特
別
展「
漢
王
朝 

鏡
と
や
き
も

の
ー
そ
の
と
き
日
本
は
弥
生
時

代
だ
っ
た
ー
」

▽
内
容　
古
代
鏡
展
示
館
の
千
石
コ

レ
ク
ション
の
中
か
ら
、中
国
漢
王
朝

の
鏡
と
や
き
も
の
を
展
示
し
ま
す
。

▽
期
間　

７
月
６
日（
日
）ま
で

◆
戦
後
80
年「
模
型
で
見
る
戦
禍

に
散
っ
た
海
の
記
憶
」展

▽
内
容　

太
平
洋
戦
争
中
に
軍
の

徴
用
を
受
け
、犠
牲
に
な
っ
た

民
間
船
舶
は
七
千
隻
以
上
あ
り

ま
す
。精
巧
模
型
を
通
し
て
、薄

れ
ゆ
く
戦
争
の
記
憶
と
悲
惨
さ

を
お
伝
え
し
ま
す
。

▽
期
間　

７
月
６
日（
日
）ま
で

◆
４
月
の
休
館
日　
毎
週
月
曜
日

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

松
帆
銅
鐸
発
見
10
周
年
記
念

講
演
会「
も
の
か
ら
見
た
弥
生

時
代
の
淡
路
島
」（
無
料
）

　
松
帆
銅
鐸
が
発
見
さ
れ
て
か
ら

今
年
で
10
年
が
経
つ
こ
と
を
記
念

し
て
、
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器

や
石
器
か
ら
弥
生
時
代
の
淡
路
島

を
探
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
20
日（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時
20
分

▽
場
所　
湊
地
区
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
講
師　

難
波
洋
三
氏（
京
都
国

立
博
物
館
）、森
岡
秀
人
氏（
奈

良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
）、

禰
冝
田
佳
男
氏（
大
阪
府
立
弥

生
文
化
博
物
館
）、伊
藤
宏
幸
氏

（
淡
路
市
教
育
委
員
会
）

▽
募
集
人
数　

３
０
０
人

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

催
　
し

第
２
５
１
回
神
代
天
体
観
測
会

「
満
月
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

４
月
13
日（
日
）

　

午
後
７
時
30
分
～

▽
場
所　

神
代
小
学
校

※
保
護
者
同
伴
。悪
天
候
時
は
神

代
地
区
公
民
館

問
神
代
天
体
ド
ー
ム
再
建
準
備
会

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

教
育
相
談
窓
口（
要
予
約
）

▽
日
時　

４
月
14
日（
月
）

　

午
後
２
時
～

▽
場
所　

兵
庫
県
洲
本
総
合
庁
舎

問
淡
路
教
育
事
務
所
教
育
相
談
窓
口

　

☎
22
・
４
１
５
２

若
者
就
労
相
談（
予
約
制
）

▽
対
象　

現
在
、仕
事
に
就
い
て
い

な
い
15
～
49
歳
ま
で
の
働
く
事
に

悩
み
を
も
つ
若
者
と
そ
の
家
族

▽
日
時　

４
月
23
日（
水
）❶
午
後

１
時
❷
午
後
２
時
❸
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階

問
あ
か
し
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョン

　

☎
０
７
８
・
９
１
５
・
０
６
７
７

障
が
い
者
等
生
活
訓
練
事
業

▽
巡
回
相
談
日　

４
月
22
日（
火
）

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時
30
分
～

２
時
30
分（
予
約
優
先
）

▽
場
所　

市
役
所
本
館

問
森
の
た
ね（
森
の
木
フ
ァ
ー
ム
内
）

☎
53
・
０
１
８
１

女
性
の
た
め
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
相

談
希
望
者
の
募
集（
無
料
）

▽
内
容　

仕
事
や
起
業
、資
格
取

得
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
希
望
す
る
女
性
に
ア
ド
バ

イ
ス
や
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時　

４
月
３
日（
木
）、10
日

（
木
）、17
日（
木
）、24
日（
木
）

市民無料法律相談市民無料法律相談（予約制・先着９人）

◆内容　市顧問弁護士による相談
　　　　（１人20分）
◆日時　８（火）・24日（木）13：30～16：30
◆場所　市役所本館
◆注意事項
・法律相談は、限られた時間で法的問題 
　の処理方法について考え方や解決方法
　等をアドバイスするものです。（書類の作
　成や調査、事務処理などを行うものでは
　ありません。）
・市の顧問弁護士が相談をお受けするため、
　市行政に対する相談は受付できません。
問市民協働課 ☎43-5244

空き家バンクの休日相談空き家バンクの休日相談（要予約）

◆内容　空き家バンクへの登録・利活用に
　　　　関する相談など
◆日時　19日（土）10:00～13:00
◆申込締切　15日（火）17:00
◆場所　市役所本館
※オンライン相談可。平日も相談可
問都市政策課 ☎43-5227

ハローワーク洲本による巡回相談ハローワーク洲本による巡回相談
◆内容　職業相談および職業紹介
◆対象者　生活保護受給者、児童扶養手
　当受給者、住居確保給付金受給者およ
　び生活困窮者自立支援事業による支援
　を受けている人
◆日時　８日（火）11：00～15：00
◆場所　市役所本館
※事前申込が必要、先着３人
問福祉課 ☎43-5216

農地相談農地相談（予約制・先着4人）

◆内容　農地に関する相談 
◆日時　25日（金）13：00～16：30
問農業委員会事務局 ☎43-5236

消費者トラブルの相談消費者トラブルの相談
◆内容　契約などの消費者トラブルの相談
◆日時　毎週月～金曜日（祝日は休業）
　　　　 9:00～12:00、13：00～16：00
◆場所　市役所本館２階
問消費生活センター ☎43-5099

４月の無料相談

相
　
談

文
化
・
ま
な
び
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　４　４月の健康カレンダー
※教室・相談は、中止や延期の場合があります。
　詳しくは各担当課にお問合せいただくか、二次

元コードから市ホームページをご確認ください。

平日18:00～23:00
土曜13:00～23:00
※当直医によって専門
　以外の診療はできな
　い場合があります

時間外診療病院
月 平 成 病 院

火
平 成 病 院
八 木 病 院

水
中 林 病 院
南 淡 路 病 院

木 翠鳳第一病院

金 中 林 病 院

土 翠鳳第一病院

● こころやすらぐひろば　※申込不要
精神疾患を抱える人とそのご家族らの交流を深める広場
開催日時のみオンラインによる相談も実施（福祉課に事前予約必要）

日 曜日 受付時間 場所

27 日 13：30 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

※詳しくは、福祉課（☎43-5216）まで

● ぴあっとふくら　※申込不要
精神疾患を抱える人が仲間と集える場

日 曜日 受付時間 場所
28 月 13：30 ～ 15：00 福良地区公民館

● 家族教室　※申込不要
精神疾患を抱える人のご家族らが交流を深める場

日 曜日 受付時間 場所

２ 水 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

◆小児夜間救急電話センター
毎日午後 10 時～午前６時（受付は午前５時 40 分）
までの間、医師が輪番で小児夜間救急診療を行って
います。
問小児夜間救急電話センター☎ 44-3799
※通話はお客様応対の品質向上のため録音しています

◆休日小児救急診療
日曜・祝日・年末年始の休日、みなと元気館内の洲
本市応急診療所において、小児科医の輪番による小
児救急診療所を開設しています。予約は不要です。
受付時間　9:00 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30
問洲本応急診療所☎ 24-6340

小児救急医療（対象は中学生まで）

※詳しくは、地域包括支援室（☎43-5237）まで

● 認知症を支える家族の会　スマイル
認知症の介護の悩みを話し合える場

日 曜日 受付時間 場所
９ 水 14：00 ～ 15：00 市地区公民館２階

  休日応急診療所（賀集地区公民館横☎53-1536）

※各種教室・相談のお問合せは、健康課（☎43-5218）まで
※受付時間等は対象者に案内します

● スマイル ( 認知症 ) カフェ   　※申込不要
認知症の人とそのご家族、地域の人誰もが集える場
物忘れチェック、物忘れ相談なども実施しています
日 曜日 受付時間 場所

15 火 14：00 ～ 15：30 くつろぎプラザシーパ
(湊110)

25 金 14：00 ～ 16：00 いちばん星　
（市福永572）

診察日  9：00 ～11：30
13：00 ～16：30 18：00 ～ 21：30

６日（日） 日 笠 久 美 医師 穀 内 純 江 医師

13日（日） 橋 田 友 孝 医師 鈴 木 俊 示 医師

20日（日） 畑 田 卓 也 医師 平 山　 毅 医師

27日（日） 穀 内 勇 夫 医師 西 口　 弘 医師

29日（火） 村 野 謙 一 医師 守 本 圭 希 医師

● 健康相談　
内容 日 曜日 時間 場所

生活習慣病相談、栄養
相談、血圧測定 など
こころの相談

15 火  ９：00 ～ 11：00
13：00 ～ 14：30

市役所本館
1 階　　　

※こころの相談は、予約制です

● 献血
日 曜日 受付時間 場所

23 水 10：00 ～ 12：45
14：00 ～ 16：00 あわじ島農業協同組合 本所

29 火 11：30 ～ 16：00 三原ショッピングプラザ・パルティ

● 乳幼児健康カレンダー
内容 日 曜日 場所

４カ月児健康診査 （Ｒ６年12月生） 25 金 南あわじ市
保健センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン（予約制）
（Ｒ６年11月生） 24 木 子育て学習・

支援センター
育児相談 （Ｒ６年９月生） 22 火

南あわじ市
保健センター

10カ月児健康診査 （Ｒ６年６月生） 17 木
 １ 歳６カ月児健康診査 （Ｒ５年９月生） 15 火
２歳児育児相談 （Ｒ４年９月生） 16 水
３歳児健康診査 （Ｒ３年11月生） 11 金
就学前５歳児健康診査（Ｒ２年４月生） 21 月
遊びの教室（予約制） ３ 木
発達支援相談（予約制） ３ 木

● はじめましてパパ＆ママ講座　※要申込
妊婦とその家族を対象とした講座

内容 日 曜日 場所
前期コース（歯科健診など）

19 土 　 南あわじ市
　 保健センター後期コース（赤ちゃんのお世話など）

年に１回、健康チェック 問健康課☎43-5218

  人間ドック受診助成
◆ 受診前に健康課への申込みが必要です
対象者　次の❶～❻の要件をすべて満たす人
❶申請時に、継続して１年以上市内に居住している
❷人間ドック受診日の年度末に満40歳以上
❸加入する医療保険に人間ドックの助成制度がない
❹人間ドック受診日と同じ年度の町ぐるみ健診を受
　診しない
❺人間ドックの結果、保健指導が必要となる場合は
　指導を受ける事に同意する
❻本人および同一世帯の人が市税・後期高齢者医療
　保険料・介護保険料を滞納していない

必須検査項目　
　特定健診および肺がん（南あわじ市国民健康保険・
後期高齢者医療保険の加入者のみ）／胃がん・大腸
がん／乳がん・子宮頸がん検診（年度末で偶数年齢
の人のみ）

助成額　
　南あわじ市国民健康保険・後期高齢者医療保険の加
入者１万円、その他の医療保険の加入者5,000円
※年度末で偶数年齢で、乳がん検診受診者は4,500
円加算、子宮頸がん検診受診者は2,500円加算

必要書類　
　被保険者証、資格確認書、資格情報のお知らせ
　※上のいずれか一点（写し）

  町ぐるみ健診
◆ 申込締切　４月 18 日（金）
※要申込、日時指定制、締切日以降も申込可
健診内容　
　健康診査（19～39歳）、特定健康診査（40～74歳）、
後期高齢者健康診査、がん検診（肺、胃、大腸、口腔、
前立腺、子宮頸、乳房）、その他検診（結核、骨粗しょ
う症、肝炎、胃ABC、腫瘍マーカー、ＮＴ‐ｐｒｏ
‐ＢＮＰ）など
　※乳がん検診は申込不要。対象者には別途通知します
申込みから健診までの流れ
①４月初旬＝各世帯に送られてきた申込書に記入
し、同封の返信用封筒でご返送ください。

※４月18日までネット申し込みを受け付けます。
申請用紙同封の説明用紙に記載の二次元コードを
読み込んでお申し込みください

※受診しない人も返送してください
②６月以降＝申込者へ健診受診票等郵送
③６月下旬～９月＝健診

健診日程と健診場所　※日曜日以外
６月＝25日 ( 水 ) ～ 30日 ( 月 )【湊地区公民館】
７月＝２日 (水 ) ～ 11日 ( 金 )【福良地区公民館】
　　　16日 ( 水 ) ～ 19日 ( 土 )【保健センター】
８月＝４日 (月 ) ～ 12日 ( 火 )【市地区公民館】
９月＝18日 ( 木 ) ～ 20日 ( 土 )【市地区公民館】

◆対象者には、予防接種予診票を送付しています。
対象者
　平成21年度（高校１年生）～平成24年度（中学１年
生）生まれの女性

※平成９年度～平成20年度生まれの女性で、令和７年
３月末までに１回以上、同ワクチンを接種した人は、
令和８年３月末まで公費で接種することができます

※詳しくは市ホームページをご覧ください

◆対象者には、４月上旬に通知を送付します。
対象者　
　❶令和７年度内に65歳を迎える人
　❷令和７年度内に70、75、80、85、90、95、100歳
　を迎える人（100歳以上の人も対象）

　❸60～64歳で、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫
　機能の障害があり日常生活がほとんど不可能な人

　※過去に市の助成で接種済みの人は対象外
　※50歳以上60歳未満の人についても助成を受けられ
　る場合があるので、健康課にお問い合わせください

  帯状疱疹の予防接種   子宮頸がんワクチン接種
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子子育育てて広広場場
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問ゆめるんセンター（子育て学習・支援センター） 
　☎42-7703

●ゆめるんセンター　開設時間　平日9：00～16：00
　いつでもお気軽に遊びに来てね。
　※初めての利用は登録が必要です。(登録無料)
　※ゆめるんノート、名札持参(出前ひろばも同様)　

ひよこ
　　　　※現在妊娠中の人も含む　

 R７.4.2 ～
 R８.4.1生まれ

りす  R６.4.2 ～ 
R７.4.1生まれ

うさぎ  R５.4.2 ～ 
R６.4.1生まれ

ぞう  R４.4.2 ～ 
R５.4.1生まれ

●今年度の年齢別ひろばの区分

問市立図書館☎53-0234　三原分館☎43-5037

※放送時間・内容を変更する場合があります。予めご了承ください

　テレビリモコンの『番
組表』を押すと、１週間
分の番組内容が表示さ
れます。また、録画機で簡
単予約も可能！

『詳しく番組内容を知り
たい！』そんな時は・・・

市ホームペー
ジ で 番 組 の
見どころを確
認いただけま
す。

EPG（電子番組表）

　問南あわじ
  プロモーション室

☎43-5201

さんさんネットコミュニティチャンネル ４月の番組 12ｃｈ

開館時間　9：30～19：00
※日曜日・祝日は17時まで
※広田・湊地区公民館図書室の土曜日は17時まで

今月のおすすめ本
市ホームページ

ひろば名 開設日 場所
みどり ２,４,９,11,16,18,２3,２5 保健センター

せいだん 1,3,8,10,15,17,２２,２４ 湊地区公民館
みはら 1,3,8,10,15,17,２２,２４ 働く婦人の家

なんだん ２,４,９,11,16,２3,２5 福良地区公民館

●今月の出前ひろば　開設時間10:00～11:30　
※親子でお気軽にお出かけください。
　４カ所の出前ひろばは、どこでも参加できます。

蔵書検索 市ホームページ

きみならだいじょうぶ！きみならだいじょうぶ！

ライリーが紙ひこうきを作って飛ばそうとする
と、鳥たちが次々にアドバイス。素直に従ってい
たけど…？チャレンジする気持ちを大事にして
くれる絵本です。

コリ・ドーフェルド／作（光村教育図書）

　 撮 っ て お き ☆ 　
9：00～、20：00～
14日(月)～20日(日)
南あわじ市子育て応援コンソーシアム
◆南あわじ市子育て応援挑戦企業宣言式
　基調講演（令和６年10月31日開催）
◆第２回フォローアップ講座
 （令和６年11月５日開催）
28日(月)～５月４日(日)

志童和太鼓フェスティバル2025まくり～前半～

●今月の主な催し　
※要申込、詳細はお問い合わせください。申し込みは先着順、定員に達し次第受付を終了します

対象 開催日時 行事名・場所 備考

４月生まれ 21 日（月）10：15 ～ ４月たんじょうかい
ゆめるんセンター

持参　ウェットティッシュ
※右の申込フォームからお申込みください

登録児 28 日（月）10：00 ～
30 日（水）10：00 ～

こいのぼり会
ゆめるんセンター

定員　各20組　
持参　ウェットティッシュ、のり、はさみ、カラーペン
　　　新聞紙、お子さんの顔写真(直径約10㌢)

みんなの図書館

家庭で楽しむ 学校給食 13家庭で楽しむ 学校給食 13

今月の

　　　　　一口メモ　
大豆とちりめんで噛み応えがあ
り、かみかみメニューの定番で
す。おかずだけでなく、おやつに
もピッタリの一品です。

「小魚と大豆のごまがらめ」

■ 作り方　
❶ 大豆に片栗粉をつけ、油で揚げる。
※揚げた後、油を切っておく
❷ フライパンでちりめんをパリッとするまで煎る。
❸ ごまは、半ずりにする。
❹ Ａを煮立てタレを作り、❶～❸を加え混ぜあわせる。

◆花みどりフェア「ゆめはっちぬりえコーナー」(市立図書館)
　日時　４月13日（日）まで
◆こどもの読書週間　4月23日（水）～５月12日（月）
　こどもが楽しめるクイズラリーやイベントを実施します。
※詳しい内容は市ホームページ等をご覧ください
◆ピノキオのおはなし会（市立図書館）　毎週日曜日10：00～
◆よみきかせ会（三原分館）　毎月第３土曜日15：00～
※イベント詳細はホームページで更新中！

図書館からのお知らせ

死の淵で闘う人々死の淵で闘う人々
―奇跡の延命、生還者たち――奇跡の延命、生還者たち―
大鐘　稔彦／著　（金原出版）

着任以来発見した200余名の癌患者の中で印
象に残った患者さんの闘病記。著者は南あわじ
市阿那賀診療所所長。

■ 材料（４人分）
水煮大豆　
片栗粉
揚げ油
ちりめん

90ｇ
20ｇ
適量
15ｇ

濃口しょうゆ
みりん
砂糖
いりごま

小さじ1弱
小さじ1
小さじ1
小さじ1

Ａ

第130回市議会定例会一般質問
■放送日　７日（月）～13日（日）
■時　間　８：00～、20：00～
　※日曜日のみ13：00～も放送

さ ん さ ん ニ ュ ー ス 
月曜日、木曜日の週２回更新
７日（月）
ゆめるんセンター おめでとうの会
10日（木）
令和７年度南あわじ市職員辞令交付式
14日（月）
淡ＡＭＡ軽トラ市

写真工房～フォトリエ～募集中 
放送日　５月19日(月)～25日(日)

※詳しくは、市ホームページをご覧ください

日常生活で撮影した写真をお待ちしています
募集テーマ　「春」
応募締切　５月12日(月)必着



2025.4.1発行2025.4.1発行2929 2828
※３月号の正解は『みどり』 。61通の応募がありました

■応募方法（❶～❺すべて回答必須）
　❶クイズの答え、❷住所、❸氏名、❹年齢、❺広報や南あ
わじ市に対するご意見・ご感想をお書きの上、ご応募ください。
■応募締切  ４月 15 日（火）  ※消印有効
　※クイズ正解者の中から抽選で５人にプレゼントが当たります！
　　（当選は発送をもって発表にかえさせていただきます）

〒 656-0492 南あわじ市市善光寺 22 番地１
南あわじ市役所 広報クイズ係 宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）
kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp
※右の二次元コードからクイズに応募できます

広報クイズ

　65 歳以上の市民を対象に、
健康維持、移動手段の確保、地
域社会参加の促進を目的に電動
アシスト自転車の普及を図る「e
●●●プロジェクト」がスター
トします！
　●●●に入るカタカナ３文字をお答えください。

（ヒントは広報７頁）

●●人　口 人　口 43,570人（前月比-67人）43,570人（前月比-67人）
　　    （男）     （男） 20,990人（前月比-40人）20,990人（前月比-40人）
　　    （女）     （女） 22,580人（前月比-27人）22,580人（前月比-27人）
●●世帯数 世帯数 19,932世帯（前月比-16世帯）19,932世帯（前月比-16世帯）
※令和７年３月※令和７年３月１１日現在日現在

令和７年３月10日までの申出分 （敬称略）令和７年３月10日までの申出分 （敬称略）
※掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください※掲載を希望する人は、届け出のときに窓口へお申し出ください
※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります※フォントの字形により戸籍記載氏名の字形と異なることがあります

赤ちゃん赤ちゃん 性別性別 保護者保護者 地区地区 出生日出生日

松 田　 朱
す い

生

中 原　 颯
は や せ

瀬

備 後　 千
ち は や

隼

大 溝　 風
ふ う か

花

居 内　 羽
う い

唯

福 原　　 翠
すい

安 部　 湊
み な と

斗

女女

男男

男男

女女

女女

女女

男男

容 治容 治

佑 介佑 介

千 大千 大

竜 雅竜 雅

一 博一 博

誠誠

有 真有 真

市市

八 木八 木

京 都 府京 都 府

賀 集賀 集

松 帆松 帆

神 代神 代

北 阿 万北 阿 万

２ 月 ６ 日

２ 月 13 日

２ 月 13 日

２ 月 21 日

２ 月 22 日

２ 月 25 日

３ 月 ２ 日

出生出生【
４
年
生
】　
②
天
羽
希
維

【
５
年
生
】　
①
前
田
愛
梨

【
６
年
生
】　
①
波
戸
﨑
夏
鈴

②
北
井
美
都

※
所
属
は
す
べ
て
南
淡
少
年
柔
道
教
室

個
人
戦
・
中
学
生
男
子

【
１
年
生
】

①
角
地
悠
嘉（
沼
島
中
）②
大
浦
二
千

翔（
沼
島
中
）③
佐
々
木
瑠
斗（
沼
島
中
）

③
谷
間
莉
毅
斗（
南
淡
中
）

【
２
年
生
】

①
東
貫
太（
沼
島
中
）②
松
田
久
明

（
沼
島
中
）③
吉
田
光
輝（
沼
島
中
）③
清

水
日
向（
沼
島
中
）

個
人
戦
・
中
学
生
女
子

①
増
田
琴
子（
南
淡
中
）

②
奈
木
杏
樹（
南
淡
中
）

個
人
戦
・
高
校
一
般
段
外

①
上
田
一
輝（
淡
路
三
原
高
）

個
人
戦
・
高
校
一
般
有
段

③
佐
藤
智
聡（
洲
本
高
校
）

第
17
回
南
あ
わ
じ
市
ラ
ン
ニ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
２
月
９
日
・
淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
）

フ
ァ
ン
ラ
ン
２・４
㎞

【
一
般
男
子
】　
③
東
卓
志

【
中
学
生
女
子
】　
③
福
原
奏
愛

【
小
学
６
年
生
男
子
】　
②
構
佑
晟

③
丸
田
竜
碧

【
小
学
４
年
生
男
子
】

③
安
田
翔
陽

【
小
学
４
年
生
女
子
】

①
上
田
結
菜
②
宮
本
明
璃

③
細
木
莉
乃

フ
ァ
ン
ラ
ン
１・２
㎞

【
一
般
男
子
】

①
堀
未
来
飛
③
鴻
原
悠
太

【
小
学
３
年
生
男
子
】

①
喜
田
利
志
③
濱
田
旭

【
小
学
３
年
生
女
子
】

①
西
山
暖
々
③
髙
橋
明
里

【
小
学
２
年
生
男
子
】

①
山
口
伊
織
②
福
原
怜
空

③
松
田
天
真

【
小
学
２
年
生
女
子
】

①
宮
本
怜
実

【
小
学
１
年
生
男
子
】

②
柳
田
蓮
斗

【
小
学
１
年
生
女
子
】

②
堤
陽
奈
子
③
髙
橋
英
真

フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ
ア

①
亀
岡
恵
弥
・
哲
心

②
山
口
貢
平
・
絹

60
分
タ
ス
キ
リ
レ
ー

【
小
学
生
女
子
】　
①
賀
集
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

【
小
学
生
混
合
】　
①
亀
岡
Ｊ
Ｖ
Ｃ

【
一
般
男
子
】　

①
杉
岡
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

②
南
淡
中
学
校
③
三
中
陸
上
部

【
一
般
女
子
】　

①
が
ん
こ
な
民
た
ち

【
一
般
混
合
】

第
66
回
近
畿
高
等
学
校
柔
道

新
人
大
会

（
１
月
25
日
・
兵
庫
県
立
武
道
館
）

男
子
73
㎏
級　
③
清
水
晴
真

第
45
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
全
淡

柔
道
大
会
（
２
月
２
日
・
南
淡
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

団
体
戦

【
小
学
生
】

①
南
淡
少
年
柔
道
教
室

【
中
学
生
】　
①
沼
島
中
学
校
Ａ

②
沼
島
中
学
校
Ｂ

【
中
学
生
女
子
】　
①
南
淡
中
学
校

【
高
校
一
般
】

①
南
淡
柔
道
ク
ラ
ブ

個
人
戦
・
小
学
生
男
子

【
２
年
生
】　
①
天
羽
一
翔

【
３
年
生
】　
②
北
井
成

③
田
浦
寅
ノ
助
③
北
本
大
吉

【
４
年
生
】　
①
村
上
俊
介

②
芝
永
連
③
波
戸
﨑
悠
正

【
５
年
生
】　
③
長
尾
晃
汰

※
所
属
は
す
べ
て
南
淡
少
年
柔
道
教
室

個
人
戦
・
小
学
生
女
子

【
１
年
生
】　
①
北
井
ま
ち

【
２
年
生
】　
①
佐
古
好

【
３
年
生
】　
②
森
本
真
碧

★
数
字
が
順
位
。
関
係
分
の
み
掲
載
。

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

　　　

　1897～1901（明治30～34）年、ロシ
アとの戦争に備えて鳴門要塞は整備され
ました。鳴門岬周辺の４か所、門

とさ き
崎砲台・

行
ぎょうじゃがたけ
者ヶ嶽砲台・笹

ささやま
山砲台・柿

かきがはら
ヶ原堡

ほうるい
塁に大

砲が設置され、太平洋から瀬戸内海に敵
艦が入ってくるのを防ぐ役目をもってい
ました。
　うずまちテラスの近くにある行者ヶ嶽
砲台では、今でも
大砲を設置した跡
やレンガ建物が残
っています。

『
鳴
門
要
塞
と
は
？
』

戦争のあしあと～戦後80年～

※行者ヶ嶽砲台のレンガ建物

①
淡
路
陸
上
教
室
②
淡
路
島
マ
ス

タ
ー
ズ
③
偽
三
中
陸
上
部

第
17
回
南
あ
わ
じ
市
囲
碁
大
会

（
２
月
16
日
・
市
地
区
公
民
館
）

Ａ
級
＝
①
武
市
重
之（
市
）

②
前
川
和
也（
榎
列
）

③
浦
瀬
正
造（
福
良
）

Ｂ
級
＝
①
井
筒
政
夫（
榎
列
）

②
坂
本
秀
夫（
福
良
）

③
中
村
文
哉（
神
代
）

Ｃ
級
＝
①
溝
渕
勝
己（
倭
文
）

②
仲
田
数
文（
市
）

③
中
山
ア
イ（
湊
）

第
18
回
南
あ
わ
じ
市
ジ
ュ
ニ
ア

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
新
人
大
会

（
２
月
23
日
・
賀
集
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、

賀
集
小
学
校
）

１
部　
①
Ｉ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
レ
ガ
ー
レ
Ｖ

Ｃ
②
八
木
Ｊ
Ｖ
Ｃ 
Ａ
③
神
代
Ｊ

Ｖ
Ｃ
③
辰
美
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ

２
部　
①
八
木
Ｊ
Ｖ
Ｃ 

Ｂ

★
大
会
結
果
は
市
大
会
規
模
以
上

を
対
象
。
大
会
主
催
者
お
よ
び

関
係
者
か
ら
の
情
報
提
供
に
基

づ
き
作
成

結婚結婚

夫氏名（地区）夫氏名（地区） 妻氏名（地区）妻氏名（地区） 婚姻日婚姻日

原田　涼平（八　木）

三木　眞弘（洲本市）

森脇　　渉（広　田）

小山　奏良（八　木）

宮村　　緯（阿　万）

島田　富代（洲本市）

佐賀　愛奈（倭　文）

水野　葉月（大阪府）

　　　友梨（阿那賀）

竹中　実生（阿　万）

２ 月 23 日

２ 月 23 日

２ 月 25 日

３ 月 10 日

３ 月 10 日

死亡死亡

氏名氏名 年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日 氏名氏名 年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日氏名氏名  年齢年齢 地区地区 死亡日死亡日

村上　賢作

杉本　二郎

島津　晶子

船越　敏郎

前川　繁治

赤羽　寛治

鴻原あい子

谷池　茂喜

濱口　敏子

90

89

92

89

74

84

92

96

90

２月 14 日

２月 15 日

２月 17 日

２月 17 日

２月 19 日

２月 20 日

２月 22 日

２月 23 日

２月 25 日

池田　茂子

畑田みふじ

松平実基子

清水　　淳

小林　　勇

前川美榮子

眞野　幸雄

澤田　和男

84

103

85

89

82

98

90

77

２月 26 日

２月 27 日

２月 28 日

３ 月 ３ 日

３ 月 ５ 日

３ 月 ８ 日

３ 月 ９ 日

３月 10 日

吉田　良雄

江本　淳二

松下　　清

浅井　　　

楠本　悦子

岡野　一枝

古井喜久子

早瀨　　孝

三宅　忠行

77

71

95

89

87

88

94

95

89

２ 月 ７ 日

２月 10 日

２月 11 日

２月 12 日

２月 12 日

２月 13 日

２月 13 日

２月 14 日

２月 14 日

八 木

阿 万

志 知

湊

阿 万

福 良

松 帆

市

広 田

潮美台

榎 列

沼 島

倭 文

津 井

松 帆

阿那賀

津 井

松 帆

志 知

倭 文

八 木

市

倭 文

松 帆

八 木

福 良
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　東日本大震災から 14 年の３月 11 日、市内の小
中学校と幼稚園で宮城県南三陸産の銀サケを使っ
た復興支援給食が提供されました。市では、復興
支援で職員を派遣したことが縁で、平成 29 年度か
ら銀サケを学校給食に使っています。今年度は南三
陸特産のめかぶも登場。児童らはモチモチの銀サ
ケや、めかぶの楽しい食感を満喫しました。

宮城・南三陸産の銀サケが給食に

食べて応援！復興支援給食

　３月２日、「淡路島びらき うずしおまつり・桜鯛
まつり」が福良港などで開催されました。式典では
淡路人形座による「戎舞」が披露され、島びらき
を祝いました。島の魅力をＰＲする淡路島観光アン
バサダーの交代式が行われた後、鳴門海峡へ出航
した観潮船「日本丸」では豊漁を願って酒だる流し
や桜鯛の放流が行われました。

淡路島の観光シーズンの幕開け

「淡路島びらき」が開催

洲本高校ミュージックダンス部
(左から)雨堤一

いちか
華さん(津井)、長谷遥

はるみ
実さん(倭文)

濱口和
な ご み
心美さん (榎列 )、秦菜

な の は
乃華さん (榎列 )

古川奈
な な
那さん (倭文 )、樋口希

き よ ら
世来さん (広田 )　

　洲本高校ミュージックダンス部は、第 16 回全国
高校ダンスドリル冬季大会 ( １月 11 ～ 12 日・武
蔵野の森総合スポーツプラザ ) に出場しました。

全国大会出場おめでとう
感謝の気持ちを胸に大舞台で健闘

　島内の普通科高校３校の２年生が、独自の視点で
研究テーマを設定し、その課題解決や新しい発見に
ついての活動成果を発表する「トリコロクエスト」が
３月５日、洲本市内で行われました。
　淡路三原高校の生徒らはこれまでの探求活動の成
果を発表。意見交換を通して自らの考察に自信を深
め、次の活動に向けての手掛かりをつかんでいました。

「トリコロクエスト」開催
淡路地区普通科高校合同探究活動発表会

　市では、観光客の満足度を高めようと観光ガイド
養成を行っており、養成講座第３期生として試験に
合格した４人が観光ガイドの認定を受けました。
　今後、大阪・関西万博による観光客増加を見据え、
計 16 人となった南あわじ市観光ガイドはニーズに
合わせて広く対応できるよう一層のスキルアップを
目指します。

観光ガイドに４人認定
心のこもったおもてなしを

南三陸産の銀サケなど復興支援給食を味わう児童ら南三陸産の銀サケなど復興支援給食を味わう児童ら

　福良湾で養殖されている「淡路島サクラマス」を
使ったオリジナル料理の提供が、３月 10 日から始ま
りました。９年目となる今回は島内 34 店舗が参加し、
54 メニューを販売。５月末までの期間限定で、各店
舗のオリジナルメニューを楽しめます。
　詳しくは、二次元コードから特設サイト
をご覧ください。

淡路島サクラマスグルメ
淡路島の春の風物詩

淡路島サクラマスグルメお披露目会（２月 27 日）淡路島サクラマスグルメお披露目会（２月 27 日）

　将来的な市内の泉源の湯量不足や泉源枯渇に備
えるため、南あわじ温泉郷事業協同組合が事業主
体となり、新たな温泉開発に取り組んできました。
３月３日に「うずしお温泉霑の湯」の配湯が開始さ
れ伊加利地区にある泉源で式典が執り行われました。
　肌をスベスベにする作用があるといわれており、
市の新たな温泉観光資源として期待されます。

「うずしお温泉霑
てん

の湯」配湯開始
南あわじ市の新たな観光資源に

「うずしお温泉霑の湯」出湯式・テープカット（３月３日）「うずしお温泉霑の湯」出湯式・テープカット（３月３日）

濱田 宏美さん濱田 宏美さん
（洲本市）（洲本市）

西 俊和さん西 俊和さん
（津井）（津井）

高川 義章さん高川 義章さん
（東京都）（東京都）

谷間 大祐さん谷間 大祐さん
（福良）（福良） 淡路島観光アンバサダーによる桜鯛の放流淡路島観光アンバサダーによる桜鯛の放流

活動成果を発表する生徒ら活動成果を発表する生徒ら

　株式会社マルイチ（湊）が、若者の定着率の高さ
や有給取得のしやすさなどを評価され、厚生労働省
のユースエール認定制度の認定を受けました。同社
グループは市の奨学金返済支援制度や移住支援補
助金も活用し、県外からの人材確保にも取り組んで
います。市ではこうした企業の姿勢を後押しし、若
者雇用や U ターン促進につなげていきます。

㈱マルイチがユースエール認定
市の支援制度も活用して若者雇用を促進

ユースエール認定制度認定式（2 月 13 日・㈱マルイチ）ユースエール認定制度認定式（2 月 13 日・㈱マルイチ）
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写真：３月１日開催 地域の担い手づくりフォーラム写真：３月１日開催 地域の担い手づくりフォーラム

若者・青年層の地域活動参加を応援若者・青年層の地域活動参加を応援

地域の担い手づくり事業地域の担い手づくり事業
問市民協働課☎43-5244問市民協働課☎43-5244

●住民交流住民交流
納涼祭、音楽祭、文化祭、ハロウィンイベント、納涼祭、音楽祭、文化祭、ハロウィンイベント、
スポーツ体験イベントスポーツ体験イベント

●地域振興地域振興
マルシェイベント、特産品 PR、水族館事業、マルシェイベント、特産品 PR、水族館事業、
空き家活用空き家活用

●伝統文化伝統文化
祭礼行事（神輿・だんじりなど）体験イベント祭礼行事（神輿・だんじりなど）体験イベント

●令和７年度応募について令和７年度応募について
対象団体対象団体　市内の若者・青年層（40歳代以下）３人以上が主　市内の若者・青年層（40歳代以下）３人以上が主
体となったグループ体となったグループ

対象事業対象事業　市内 21地区のいずれかを対象とした地域づくり　市内 21地区のいずれかを対象とした地域づくり
事業（ただし、地域づくり協議会が同意したものに限る）事業（ただし、地域づくり協議会が同意したものに限る）

補助金支援補助金支援　１事業当たり上限20万円を補助します　１事業当たり上限20万円を補助します
※※制度概要や応募書類は市ホームページをご覧ください制度概要や応募書類は市ホームページをご覧ください
※応募前に必ず事前相談を行ってください※応募前に必ず事前相談を行ってください

　南あわじ市には、202 の自治会　南あわじ市には、202 の自治会
（集落単位）・21の地域づくり協議（集落単位）・21の地域づくり協議
会（旧小学校区単位）があり、地会（旧小学校区単位）があり、地
域の共助の担い手として防災・防域の共助の担い手として防災・防
犯・福祉・環境美化・地域振興な犯・福祉・環境美化・地域振興な
ど幅広い活動に取り組んでいます。ど幅広い活動に取り組んでいます。
一方で現在活動の多くを担ってい一方で現在活動の多くを担ってい
る60代前後の世代が今後高齢化する60代前後の世代が今後高齢化す
る中で、若者層の地域活動参加をる中で、若者層の地域活動参加を
期待する声があがっています。期待する声があがっています。

　３月１日にショッピングセンターシーパで、地域の　３月１日にショッピングセンターシーパで、地域の
担い手づくり事業に取り組む11団体25人が参加す担い手づくり事業に取り組む11団体25人が参加す
る「地域の担い手づくりフォーラム」を開催しました。る「地域の担い手づくりフォーラム」を開催しました。
「地域のいろいろな世代を巻き込むには？」、「地域の「地域のいろいろな世代を巻き込むには？」、「地域の
枠を超えて情報交換や学び合いをしよう」、「地域の枠を超えて情報交換や学び合いをしよう」、「地域の
イベントを市のLINEで発信できないか」。フォーライベントを市のLINEで発信できないか」。フォーラ
ムには市三役も参加し、兵庫県立大学三宅研究室のムには市三役も参加し、兵庫県立大学三宅研究室の
学生進行のもと、活発な意見交換が行われました。学生進行のもと、活発な意見交換が行われました。

地域の担い手づくり事業とは？地域の担い手づくり事業とは？
本年度応募受付スタート本年度応募受付スタート
　将来の地域の担い手づくりを目的として、市内の若者・青年層　将来の地域の担い手づくりを目的として、市内の若者・青年層
が主体となって実施する地域づくり事業に対する補助金支援制度が主体となって実施する地域づくり事業に対する補助金支援制度
を令和５年度からスタートし、本年度も応募受付を開始します。を令和５年度からスタートし、本年度も応募受付を開始します。

これまでの取組事例これまでの取組事例
地域の担い手づくりフォーラム開催地域の担い手づくりフォーラム開催
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